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特
集

新型インフルエンザまん延、
そのとき、国、自治体は
　今年の３月以降世界中に感染が広がった新型インフルエンザは日本にも上陸し、春先の流
行をもたらしました。9月、小・中・高で2学期が始まると流行は全国に拡大し、10月以降の感
染のピーク到来が憂慮されています。今回の特集では、新型インフルエンザの特徴、ワクチ
ン接種などを含めた国の対策や実際に感染者が出た自治体での対応などについてご寄稿い
ただきました。
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寄稿 1 新型インフルエンザにおける国の対応
厚生労働省健康局新型インフルエンザ対策推進室　石川晴巳

寄稿2 流行ピーク時の混乱に自治体はどう対処すべきか
新型インフルエンザ対策本部専門家諮問委員会委員長、自治医科大学教授　尾身　茂

寄稿3
教訓を踏まえた新型インフルエンザ対策
〜住民に身近な行政として〜
茨木市長　野村宣一
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特集　新型インフルエンザまん延、そのとき、国、自治体は

11 市政 OCTOBER 2009 

寄稿 1
常
に
大
切
に
な
る
。
基
礎
疾
患
が
あ
る
人
々
へ
は
予

防
を
促
す
注
意
喚
起
を
行
う
一
方
、
感
染
が
疑
わ
れ

た
ら
、
早
め
に
医
師
に
相
談
す
る
よ
う
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
冊
子
に
よ
る
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

　

で
は
、
も
と
も
と
基
礎
疾
患
を
持
た
な
い
健
康
な

人
は
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
症
状
が
比
較
的
軽
く
、

自
宅
で
療
養
で
き
る
場
合
は
、
と
り
あ
え
ず
は
、
様

子
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
た
だ
し
、
外
出
し
て
、

人
と
触
れ
合
う
よ
う
な
活
動
は
避
け
、
自
宅
で
ゆ
っ

く
り
と
寝
て
回
復
を
待
つ
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
国

と
し
て
も
「
熱
が
下
が
っ
て
か
ら
２
日
目
ま
で
」「
発

熱
や
咳
、
の
ど
の
痛
み
な
ど
、
症
状
が
始
ま
っ
た
日

の
翌
日
か
ら
７
日
目
ま
で
」
を
目
安
に
、
外
出
の
自

粛
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

た
だ
、
自
宅
療
養
中
で
あ
っ
て
も
、
次
の
よ
う
な

症
状
が
あ
る
と
き
は
、
す
ぐ
に
医
療
機
関
を
受
診
す

る
必
要
が
あ
る
。

■
小
児

・
呼
吸
が
速
い
、
息
苦
し
そ
う
に
し
て
い
る

・
顔
色
が
悪
い（
土
気
色
、
青
白
い
な
ど
）

・
嘔お
う
と吐

や
下
痢
が
続
い
て
い
る

・
落
ち
着
き
が
な
い
、
遊
ば
な
い
、
反
応
が
鈍
い

・
症
状
が
長
引
い
て
い
て
悪
化
し
て
き
た

■
大
人

・
呼
吸
困
難
ま
た
は
息
切
れ
が
あ
る

・
胸
の
痛
み
が
続
い
て
い
る

・
嘔お
う
と吐
や
下
痢
が
続
い
て
い
る

・
３
日
以
上
、
発
熱
が
続
い
て
い
る

・
症
状
が
長
引
い
て
い
て
悪
化
し
て
き
た

　

こ
の
よ
う
に
、
医
療
機
関
に
か
か
る
際
に
も
、
疾

患
の
有
無
、
症
状
に
応
じ
た
対
応
を
心
掛
け
る
べ
き

で
あ
る
。

　

ま
た
、
治
癒
証
明
な
ど
の
発
行
を
求
め
る
受
診
が

あ
る
と
聞
く
が
、
こ
れ
は
医
療
機
関
へ
の
負
担
を
い

た
ず
ら
に
増
や
す
ば
か
り
で
、
本
当
に
必
要
な
人
へ

治
療
が
施
さ
れ
な
い
状
況
を
生
み
か
ね
な
い
。
学
校

お
よ
び
事
業
体
の
ル
ー
ル
が
、
こ
う
い
っ
た
状
況
を

増
長
し
て
い
な
い
か
、
ご
検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

　

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
通
常
の
季
節
性
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
で
は
、
感
染
し
、
体
調
が
悪
化
し
て
も
、
職

　

新
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

国
立
感
染
症
研
究
所
感
染
症
情
報
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
と
、
本
年
の
８
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
の
一
週
間

に
お
け
る
全
国
の
定
点
医
療
機
関
当
た
り
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
患
者
報
告
数
は
１
・
69
。
全
国
的
な
流
行

開
始
の
指
標
で
あ
る
１
・
00
を
大
幅
に
上
回
り
、
本

格
的
な
流
行
期
に
突
入
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。

　

そ
れ
以
後
も
、
患
者
数
は
増
え
続
け
て
い
る
の

は
、
ご
承
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
政
府
、厚
生
労
働
省
で
は
、総
力
を
挙
げ

て
、そ
の
対
策
に
取
り
組
ん
で
き
た
わ
け
だ
が
、こ
れ

を
機
に
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
拡
大
は
新

た
な
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

で
は
、
今
後
、
ど
の
よ
う
な
影
響
が
考
え
ら
れ
る

の
か
。
ま
ず
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　

第
一
に
懸
念
す
べ
き
は
、
社
会
活
動
の
停
滞
や
医

療
供
給
体
制
へ
の
影
響
で
あ
る
。

　

流
行
期
に
入
っ
た
現
在
、
も
は
や
感
染
拡
大
を
抑

え
込
む
こ
と
は
不
可
能
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
だ
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
こ
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
免
疫
を
持
っ
て
い
な
い
た
め
、
季
節
性
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
よ
り
も
、
流
行
規
模
は
大
き
く
、
感
染
者

数
も
多
く
な
る
と
予
想
で
き
る
。

　

さ
ら
に
、
今
回
の
新
型
の
特
徴
と
し
て
は
、
感
染

し
て
も
ほ
と
ん
ど
の
人
は
、
軽
症
の
ま
ま
数
日
で
回

復
す
る
一
方
で
、
基
礎
疾
患
（
ぜ
ん
そ
く
な
ど
の
慢

性
呼
吸
器
疾
患
、
慢
性
心
疾
患
、
糖
尿
病
な
ど
の
代

謝
性
疾
患
、
腎
機
能
障
害
、
ス
テ
ロ
イ
ド
内
服
な
ど

に
よ
る
免
疫
機
能
不
全
）が
あ
る
人
、
妊
婦
、
幼
児
、

高
齢
者
な
ど
は
重
症
化
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。

　

も
し
、
感
染
拡
大
を
そ
の
ま
ま
放
置
し
、
感
染
者

数
が
急
増
し
た
な
ら
、
ど
の
よ
う
な
事
態
が
予
測
さ

れ
る
だ
ろ
う
か
。
大
勢
の
患
者
が
医
療
機
関
に
押
し

寄
せ
る
こ
と
で
、
外
来
・
入
院
い
ず
れ
も
の
機
能
が

低
下
し
、
本
来
な
ら
い
ち
早
い
治
療
が
求
め
ら
れ
る

重
症
化
リ
ス
ク
の
あ
る
人
に
対
し
、
適
切
な
医
療
が

提
供
で
き
な
く
な
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
。
つ
ま

り
、
医
療
供
給
体
制
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
て
し
ま

う
危
険
性
が
予
想
さ
れ
る
。

　

今
後
の
対
策
の
ポ
イ
ン
ト

　

で
は
、
こ
の
よ
う
な
事
態
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う

な
対
応
策
を
講
じ
る
べ
き
な
の
か
。
現
在
、
国
で
は
、

医
療
機
関
の
負
担
が
増
大
し
て
、
重
症
患
者
へ
の
対

応
に
支
障
が
出
な
い
よ
う
、
感
染
拡
大
の
ス
ピ
ー
ド

を
遅
ら
せ
、
急
激
な
患
者
数
の
増
加
を
抑
制
す
る
こ

と
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
な
る
べ
く
感
染
し
な
い
よ
う
に

注
意
す
る
、
感
染
し
た
と
し
て
も
他
人
に
う
つ
さ
な

い
よ
う
配
慮
す
る
な
ど
、
国
民
一
人
一
人
に
対
す
る

啓
発
が
重
要
に
な
る
た
め
、
現
在
、
国
で
は
広
報
の

積
極
的
な
展
開
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
こ
ま
め
な
手
洗
い
と
う
が
い
を
欠
か

さ
ず
、
人
込
み
を
避
け
る
こ
と
。
感
染
し
た
場
合
に

は
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト（
表
１
参
照
）を
守
り
、
マ
ス
ク

を
着
用
す
る
、
外
出
を
自
粛
す
る
な
ど
の
基
本
的
な

対
応
を
徹
底
す
る
よ
う
訴
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
個

人
個
人
の
努
力
が
、
そ
の
ま
ま
医
療
機
関
の
機
能
低

下
を
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
医
療
機
関
へ
の
受
診
の
タ
イ
ミ
ン
グ
も
非

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
お
け
る
国
の
対
応

厚
生
労
働
省
健
康
局
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
推
進
室　

石
川
晴
巳

図　インフルエンザ定点当たり報告数（2009年第1週～第35週）

※国立感染症研究所感染症情報センターのHPを基に編集部で作成
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表1　咳（せき）エチケット

1.周囲の人からなるべく離れてください。
咳やくしゃみのしぶき（飛沫）は約2メートル飛ぶと言われています。

2.咳やくしゃみをするときは、他の人から顔をそらせ、
    ティッシュなどで口と鼻を覆いましょう。
他の人にしぶき（飛沫）をかけないように心がけましょう。マスクをしていない場合には、ティッシュなどで口と
鼻を覆うことも大切です。使ったティッシュはすぐにゴミ箱へ捨てましょう。

3.咳やくしゃみを抑えた手を洗いましょう。
咳やくしゃみを手で覆ったら、手を石鹸で丁寧に洗いましょう。

4.マスクを着用してください。
咳、くしゃみが出ている間はマスクを着用しましょう。使用後のマスクは放置せず、ゴミ箱へ捨てましょう。

※咳エチケットに加え、周囲への感染予防では、手洗いも大切です。石鹸を使って15秒以上かけて洗いましょう。
　洗った後は清潔なタオルやペーパータオルなどで十分に拭き取りましょう。
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場
に
赴
き
、
仕
事
を
行
う
方
も
相
当
程
度
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
が
、
今
回
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で

は
、
周
囲
に
大
き
な
影
響
を
与
え
か
ね
な
い
こ
と
か

ら
避
け
て
も
ら
い
た
い
。
そ
の
た
め
に
も
事
業
所
も

含
め
て
社
会
全
体
の
温
か
い
理
解
が
望
ま
し
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
現
在
、
国
で
は
重
症
患
者
、
死
亡
者

の
把
握
は
も
と
よ
り
、
ウ
イ
ル
ス
性
状
の
変
化
も
含

め
た
的
確
な
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
を
実
施
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
も
状
況
の
変
化
に
応
じ
た
対
策
を
と
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
後
も
状
況
い
か
ん
に

よ
っ
て
、
新
し
い
対
策
を
講
じ
る
可
能
性
も
出
て
く

る
。
国
、
地
方
自
治
体
、
関
係
機
関
が
連
携
し
て
、

そ
の
よ
う
な
新
局
面
に
も
素
早
く
対
応
す
る
こ
と
が

肝
心
で
あ
る
。

　

ワ
ク
チ
ン
の
確
保
と
接
種
の
優
先
順
位
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
体
も
含
め
て
、
関
係
機
関
に
お
い
て

は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
確
保
と
接

種
の
実
施
に
つ
い
て
、
と
り
わ
け
関
心
が
高
い
と
思

わ
れ
る
。
一
般
的
に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

は
重
症
化
予
防
、
死
亡
数
減
少
を
目
的
に
使
用
さ
れ

て
い
る
が
、
今
回
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
お
い

て
も
厚
生
労
働
省
で
は
「
死
亡
者
や
重
症
者
の
発
生

を
で
き
る
限
り
減
ら
す
こ
と
及
び
そ
の
た
め
に
必
要

な
医
療
を
確
保
す
る
こ
と
」を
目
的
に
、
先
般「
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ（
Ａ
／
Ｈ
１
Ｎ
１
）ワ
ク
チ
ン
の
接

種
に
つ
い
て
（
素
案
）」
を
発
表
し
、
国
民
か
ら
の
意

見
を
募
集
し
た
。
そ
の
上
で
９
月
８
日
に
ま
と
め
ら

れ
た
政
府
案
で
以
下
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

　

優
先
接
種
対
象
者
は
、
医
療
従
事
者
、
妊
婦
、
基

礎
疾
患
が
あ
る
人
、
小
児
、
１
歳
未
満
の
小
児
の
両

親
で
、
国
内
産
の
ワ
ク
チ
ン
が
出
荷
さ
れ
る
10
月
下

旬
以
降
に
、
優
先
順
位
の
高
い
順
か
ら
始
め
る
。
な

お
、
今
回
は
任
意
接
種
の
扱
い
と
な
り
、
自
己
負
担

で
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
低
所
得
者
に
対
し
て

は
国
の
補
助
金
の
下
で
自
治
体
が
助
成
し
、
負
担
を

軽
減
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
接
種
を
行

う
の
は
国
の
委
託
を
受
け
た
医
療
機
関
で
、
10
月
中

旬
に
は
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
す
る

こ
と
に
し
て
い
る
。

　

自
治
体
は
情
報
弱
者
へ
の
配
慮
を

　

こ
れ
ま
で
説
明
し
て
き
た
対
策
を
円
滑
に
進
め
る

た
め
に
も
、
地
方
自
治
体
の
協
力
は
重
要
で
あ
る
。

医
療
機
関
、
学
校
、
福
祉
施
設
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

機
関
・
団
体
と
密
着
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
の
が
地
方
自
治
体
で
あ

る
。
地
域
社
会
に
お
け
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

脅
威
か
ら
住
民
を
守
る
た
め
に
も
、
果
た
す
べ
き
役

割
は
大
き
い
。

　

特
に
、
住
民
に
身
近
な
市
町
村
に
お
い
て
は
、
き

め
細
か
な
情
報
提
供
の
担
い
手
と
し
て
の
役
割
が
期

待
さ
れ
る
。
地
域
の
中
に
は
、
外
国
人
住
民
や
高
齢

者
を
は
じ
め
、
政
府
か
ら
の
情
報
に
接
す
る
機
会
が

少
な
い
情
報
弱
者
の
存
在
も
認
め
ら
れ
る
か
ら
だ
。

こ
れ
ら
情
報
弱
者
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
で
も
市
町

村
の
協
力
が
欠
か
せ
な
い
。
例
え
ば
、
外
国
人
住
民

と
一
言
で
い
っ
て
も
、
地
域
に
よ
っ
て
、
ど
の
国
の

住
民
が
多
い
か
も
変
わ
る
し
、
使
っ
て
い
る
言
葉
も

そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
。
地
域
が
主
体
と
な
っ
て
、
言
語

ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
相
談
窓
口
を
つ
く
る
な
ど
、
住
民

に
対
す
る
丁
寧
な
情
報
提
供
を
期
待
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

［
編
集
部
注
］

※
本
稿
は
、9
月
15
日
現
在
で
寄
稿
さ
れ
た
も
の
で
す
。

※
10
月
1
日
、
政
府
は「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

本
部
会
合
」
を
開
催
し
、「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

（
Ａ
／
Ｈ
１
Ｎ
1
）ワ
ク
チ
ン
の
接
種
の
基
本
方
針
」

（
表
2
）等
を
決
定
し
ま
し
た
の
で
追
記
し
ま
す
。

表2　新型インフルエンザ（A/H1N1）ワクチン接種の基本方針

1.目的
死亡者や重症者の発生をできる限り減らすこと及びそのた
めに必要な医療を確保することを目的とする。

2.各事業実施主体の役割
⑴国は、新型インフルエンザ（A/H1N1）ワクチン（以下「ワ
クチン」という。）の生産量に限りがある中で、臨時応急的か
つ一元的にワクチンを確保するとともに、接種の優先順位
を設定する。また、ワクチン接種を行う医療機関と委託契
約を締結し、希望者に対してワクチンの接種を実施する。
このように、今回の事業は、地方自治体との役割分担のも
と、国が主体となって行うものである。
⑵都道府県は、国が示す標準的な実施時期等を参酌し、具
体的な接種スケジュールを設定するとともに、医療機関の
在庫状況等を把握して、ワクチンの円滑な流通を確保する。
⑶市町村は、ワクチン接種を行う医療機関（受託医療機関）
を確保するとともに、住民に対し、接種時期、受託医療機
関等を周知する。また、ワクチン接種に係る費用負担につ
いて、国及び都道府県による財政支援のもと、必要に応じ
低所得者の負担軽減措置を講じる。
⑷受託医療機関は、国と委託契約を締結し、窓口で対象者
の確認を行い、優先順位に従って希望者に対してワクチン
を接種するとともに、市町村及び都道府県を通じて、必要
な報告を行う。

3.優先的に接種する対象者
⑴当面、確保できるワクチンの量に限りがあり、その供給
も順次行われていく見通しであることから、死亡者や重症
者の発生をできる限り減らすこと及びそのために必要な医
療を確保することという目的に照らし、
①インフルエンザ患者の診療に直接従事する医療従事者（救

急隊員を含む）
②妊婦及び基礎疾患を有する者（この中でも、1歳〜小学校

低学年に相当する年齢の者の接種を優先）
③1歳〜小学校低学年に相当する年齢の者
④1歳未満の小児の保護者及び優先接種対象者のうち身体上

の理由により予防接種が受けられない者の保護者等
の順に優先的に接種を開始する。
⑵さらに、小学校高学年、中学生、高校生に相当する年齢
の者及び65歳以上の高齢者についても、優先的に接種する。
⑶なお、優先的に接種する者以外の者に対する接種につい
ては、優先的に接種する者への接種事業の状況等を踏まえ、
対応することとする。

4.ワクチンの確保
⑴今後の感染の拡大やウイルスの変異等の可能性を踏まえ
ると、上記の優先的に接種する者以外における重症例の発
生があり得るため、健康危機管理の観点から、国内産に加
えて、海外企業から緊急に輸入することを決定し、ワクチ
ンを確保する。
⑵国は、3.の接種対象者に順次必要なワクチンを供給でき
るようにするため、今年度末までに、国内産ワクチン2,700
万人分程度を確保するとともに、海外企業から5,000万人分
程度を輸入することとし、既存の新型インフルエンザ対策
予算を活用した上で予備費を使用し、これらのワクチンを
購入する。
⑶輸入ワクチンの確保のため、今回の輸入ワクチンの使用
等に伴い生じる健康被害等に関して製造販売業者に生じた
損失等について国が補償することができるよう、速やかに
立法措置を講じる。

5.接種の実施
⑴国は、受託医療機関との間で、予防接種に関する委託契
約を締結する。
⑵受託医療機関は、国との委託契約に基づき、卸売業者か
らワクチンを購入し、優先接種順位に従い、優先接種対象
者であることを確認のうえ、原則として予約制により接種
を実施する。
⑶市町村は、都道府県と連携し、地域の実情に応じて、受
託医療機関に要請し、保健センター、保健所等を活用して
接種の機会を確保する。

6.費用負担
⑴今回のワクチンの接種については、その目的に照らし、
国は、予防接種法の定期接種に準じて、受託医療機関を通
じてワクチンの接種を受けた者又はその保護者から、実費
相当額（ワクチン代、輸送費及び接種に要する費用。原則と
して全国一律の額）を徴収する。
⑵優先的に接種する者のうち低所得者の費用負担について
は、予防接種法の定期接種に準じて、市町村民税非課税世
帯を念頭に、市町村がその費用を助成する措置を講じる。
その際、当該措置に要する財源の1/2を国が、1/4を都道府
県が補助する。

7.ワクチンの安全性及び有効性の確保と健康被害の救済
⑴今回、接種に用いようとするワクチンについては、今回
の新型インフルエンザに対して初めて製造されたものであ
り、安全性や有効性に関しては十分に検証されていないこ
とから、今後もデータの収集、分析を行うなど、十分に安
全性や有効性の確保に努めるとともに、その安全性や有効
性について、医療関係者、国民等に幅広く情報提供する。
⑵ワクチンによる重篤な副反応について、受託医療機関等
からの報告など国が迅速に情報を把握するとともに、当該
情報を専門家により評価する仕組みを構築し、速やかに対
応する。
⑶今回のワクチン接種に伴い健康被害が生じた場合の救済
については、現行の予防接種法に基づく季節性インフルエ
ンザの定期接種に関する措置を踏まえて必要な救済措置を
講じることができるよう検討を行い、速やかに立法措置を
講じる。

8.広報
⑴国は、接種事業の趣旨、内容、ワクチンの安全性や有効
性に関する知見等について周知する。
⑵都道府県は、新型インフルエンザについて既に設置して
いる相談窓口等の充実を図る。
⑶市町村は、都道府県と連携し、住民に対し、接種が受け
られる時期、受託医療機関等を周知する。

9.今後の検討等
⑴今回の新型インフルエンザワクチンに関しては、今後、
新たな知見等が得られた段階で、適宜、これを見直してい
くものとする。
⑵国は、今回の臨時応急の対策を踏まえ、新型インフルエ
ンザの予防接種の位置づけ等について専門的見地から検討
を行い、その結果に基づき、必要に応じ立法措置を講ずる。
⑶国は、今後、国産ワクチンによりインフルエンザワクチ
ンの供給が確保されるよう、国内生産体制の充実等を図る
ものとする。

2009 年 10 月1 日 政府 新型インフルエンザ対策本部決定
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寄稿 2
き
ら
い
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
か
「
い
ず
れ
感
染
が

拡
大
し
た
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
の
対
応
が
必

要
に
な
る
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
な
か
な
か
伝
わ
ら

な
か
っ
た
。
将
来
の
見
通
し
も
含
め
た
幅
広
い
情
報

提
供
が
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

流
行
期
に
入
っ
た
今
、
今
後
、
刻
々
と
感
染
状

況
、
ウ
イ
ル
ス
の
性
状
も
変
化
し
て
く
る
可
能
性
が

あ
る
。
こ
の
変
化
に
合
わ
せ
た
タ
イ
ム
リ
ー
な
対
応

策
が
求
め
ら
れ
る
。
既
に
ベ
ー
ス
と
な
る
「
医
療
の

確
保
、
検
疫
、
学
校
・
保
育
施
設
等
の
臨
時
休
業
の

要
請
等
に
関
す
る
運
用
指
針
（
以
下
、
運
用
指
針
）」

は
、
厚
生
労
働
省
に
よ
っ
て
策
定
、
公
表
さ
れ
て
い

る（
５
月
22
日
策
定
、
６
月
19
日
改
定
）。
よ
く
で
き

た
指
針
で
あ
り
、
新
し
く
つ
く
り
変
え
る
必
要
は
な

い
の
だ
か
ら
、
こ
れ
を
土
台
に
、
変
え
る
べ
き
と
こ

ろ
は
素
早
く
変
更
し
、
そ
の
際
に
は
関
係
者
に
周
知

徹
底
を
図
る
こ
と
が
肝
要
だ
。

　

医
療
機
関
に
つ
い
て
も
課
題
が
あ
る
。
発
生
初
期

の
段
階
で
診
療
拒
否
を
行
っ
た
医
療
機
関
が
あ
っ

た
。
一
病
院
と
し
て
の
リ
ス
ク
を
考
え
る
と
、
そ
の

言
い
分
は
分
か
ら
な
い
で
は
な
い
が
、
国
民
の
生
命

を
守
る
医
療
機
関
の
対
応
と
し
て
は
、
極
め
て
残
念

で
あ
っ
た
。

　

最
後
に
マ
ス
コ
ミ
に
つ
い
て
は
、
表
面
的
な
事
象

を
追
っ
た
記
事
が
多
か
っ
た
半
面
、
冷
静
に
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
全
体
像
を
説
明
す
る
記
事
が
少
な

か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
ま
た
、
報
道
が
連
日
に
及
ぶ

と
き
も
あ
れ
ば
、
極
端
に
報
道
量
が
激
減
す
る
場
合

も
あ
っ
た
た
め
に
、
国
民
の
中
に
は
、
パ
ニ
ッ
ク
に

陥
っ
た
り
、
そ
の
一
方
で「
終
息
し
た
の
で
は
？
」と

誤
解
を
持
た
れ
た
方
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

課
題
は
、今
後
の
対
応
に
生
か
す
た
め
に
あ
る
。
経

験
知
と
し
て
、
学
ぶ
べ
き
と
こ
ろ
は
よ
き
教
訓
と
し

て
、
今
後
の
適
切
な
対
応
に
つ
な
げ
て
も
ら
い
た
い
。

　

重
症
者
・
死
亡
者
を
１
人
で
も
少
な
く

　

今
回
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
重
点
対
策
は
、

も
は
や
明
ら
か
で
あ
る
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

特
徴
を
簡
単
に
言
う
と
、
感
染
者
の
ほ
と
ん
ど
が
比

較
的
軽
症
の
ま
ま
数
日
で
回
復
す
る
の
に
対
し
、
糖

尿
病
や
ぜ
ん
息
な
ど
基
礎
疾
患
を
持
つ
人
や
妊
婦

な
ど
は
重
症
化
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
今
後
重
点
化
を
図
る
べ
き
対
策
は
、

ハ
イ
リ
ス
ク
者
の
重
症
化
は
も
ち
ろ
ん
、
死
亡
者
を

１
人
で
も
少
な
く
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

予
想
さ
れ
る
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
は
、
医
療
機
関
の

疲
弊
、
機
能
低
下
で
あ
る
。
外
来
に
患
者
が
集
中
し
、

機
能
が
低
下
し
て
し
ま
う
と
、
ハ
イ
リ
ス
ク
者
へ
行

き
届
い
た
治
療
が
で
き
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

持
続
可
能
な
医
療
供
給
体
制
の
維
持
を
第
一
に
考
え

る
べ
き
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
地
方
自
治
体
で
は
、
公
衆
衛
生

的
な
観
点
か
ら
感
染
防
止
対
策
に
努
め
る
こ
と
が
重

要
だ
。
加
え
て
、
軽
微
な
患
者
は
ひ
と
ま
ず
自
宅
療

養
し
て
も
ら
い
、
基
礎
疾
患
の
あ
る
患
者
を
重
点
的

に
ケ
ア
す
る
な
ど
、
し
っ
か
り
と
切
り
分
け
て
対
応

す
る
必
要
も
出
て
く
る
。

　

そ
れ
で
も
、
医
療
機
関
の
機
能
低
下
を
免
れ
な
い

場
合
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
懸
念
が
あ
る
な

ら
ば
、
地
域
ご
と
に
具
体
的
な
プ
ラ
ン
の
立
案
も
検

討
す
べ
き
だ
ろ
う
。
要
は
、
医
療
機
関
を
訪
れ
る
患

者
を
少
し
で
も
少
な
く
す
る
工
夫
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
症
状
は
軽
症
だ
が
、
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
イ
ル
ス
薬
の
処
方
を
求
め
て
、
多
く
の
患
者
が

　

一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
春
先
の
国
内
対
策

　

感
染
症
対
策
に
、
１
０
０
％
の
正
解
は
存
在
し
な

い
。
今
回
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
よ
う
に
、
ヒ

ト
が
い
ま
だ
免
疫
を
持
た
な
い
、
未
知
の
ウ
イ
ル
ス

に
対
す
る
場
合
に
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
そ
の
よ
う

な
中
で
あ
っ
て
も
、
私
は
今
回
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
お
け
る
、
発
生
初
期
の
対
応
は
、
一
定
の
効

果
が
あ
っ
た
と
評
価
し
て
い
る
。
死
亡
者
が
出
る
ま

で
の
日
数
を
見
て
も
こ
れ
は
明
ら
か
だ
。

　

国
内
で
初
め
て
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
原
因
の

死
亡
者
が
出
た
の
は
８
月
15
日
。
国
内
初
感
染
が
５

月
９
日
だ
か
ら
、
３
カ
月
間
以
上
、
死
亡
者
が
出
な

か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
他
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
で
は
、

そ
の
か
な
り
前
か
ら
死
亡
者
は
出
て
い
た
の
だ
か
ら

大
き
な
違
い
で
あ
る
。

　

こ
の
違
い
に
は
何
か
理
由
が
あ
る
の
か
。
も
ち
ろ

ん
、
国
民
の
高
い
衛
生
意
識
・
防
衛
意
識
、
治
療
薬

を
必
要
な
と
き
に
す
ぐ
に
投
与
で
き
る
、
医
療
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
高
さ
な
ど
も
挙
げ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
だ

け
で
は
な
い
。

　

や
は
り
、
学
校
閉
鎖
を
含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
公

衆
衛
生
的
な
対
応
が
功
を
奏
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

国
、
各
主
体
が
総
力
を
挙
げ
て
対
応
で
き
た
結
果
で

あ
る
。
他
国
に
比
べ
て
過
剰
な
対
応
で
あ
っ
た
と
の

批
判
も
確
か
に
あ
る
が
、
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
こ

と
は
間
違
い
な
い
。

　

地
方
自
治
体
も
迅
速
に
学
校
閉
鎖
な
ど
の
対
応
を

行
っ
た
が
、
こ
れ
は
感
染
者
の
拡
大
防
止
に
、
大
き

な
役
割
を
果
た
し
た
。
６
月
に
一
時
、
感
染
者
が
減

少
し
た
が
、
そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
こ
の
地
方
自
治

体
の
対
応
が
奏
功
し
た
。
ま
た
、
医
療
機
関
も
可
能

な
限
り
の
努
力
を
重
ね
、
マ
ス
コ
ミ
が
連
日
、
報
道

し
た
お
か
げ
で
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る

国
民
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

課
題
を
今
後
の
教
訓
に
生
か
す
た
め
に

　

た
だ
、
す
べ
て
が
満
点
な
わ
け
で
は
な
い
。
課
題

が
あ
っ
た
の
も
事
実
だ
。
例
え
ば
、
地
方
自
治
体
の

中
に
は
、
当
初
、
国
か
ら
指
示
を
仰
い
だ
後
に
対
策

を
講
じ
る
と
い
う「
指
示
待
ち
」姿
勢
が
見
ら
れ
、
そ

の
影
響
で
発
熱
外
来
や
発
熱
相
談
セ
ン
タ
ー
の
設

置
が
遅
れ
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
国
は
大
き
な
方
針

や
指
針
は
示
す
も
の
の
、
詳
細
な
部
分
は
地
方
自
治

体
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
状
況
に
合
わ
せ
て
対
応
す

る
。
こ
の
姿
勢
は
今
後
も
基
本
に
な
る
と
思
う
。

　

国
の
水
際
作
戦
の
効
果
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た

が
、
当
初
、
そ
の
水
際
に
ば
か
り
関
心
が
集
中
し
た

流
行
ピ
ー
ク
時
の
混
乱
に

自
治
体
は
ど
う
対
処
す
べ
き
か

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部
専
門
家
諮
問
委
員
会
委
員
長
、
自
治
医
科
大
学
教
授　

尾
身
　
茂

新型インフルエンザウイルス・A/H1N1（国立感染症研究所HPより転載）

表1　新型インフルエンザ（A/H1N1）の特徴

■感染したほとんどの方は比較的軽症のまま数日で回復
・治療薬（タミフル・リレンザ）が有効である
・現在の季節性インフルエンザワクチンは有効ではない

■基礎疾患（糖尿病、ぜん息等）を有する者、妊婦等で重症化するおそれ
・季節性インフルエンザは高齢者・妊婦等で重症化する傾向

■多くの人が免疫を持たないため、季節性インフルエンザより流行規模は大き
く、感染者数も多いと予想される。
・季節性インフルエンザよりも伝播力（人に感染させる力）は強い。

※厚生労働省・新型インフルエンザ対策推進本部事務局「『新型インフルエンザ（A/H1N1）ワクチンの接種について（素案）』を
　みていただくために」を基に編集部で作成
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見
え
ざ
る
危
機
事
象
と
住
民
の
不
安

　

茨
木
市
は
大
阪
府
の
北
部
、
大
阪
と
京
都
の
中
間

に
位
置
し
、
人
口
27
万
人
を
擁
す
る
、
居
住
機
能
と

就
業
・
就
学
の
機
会
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
ま
ち
で

あ
る
が
、
思
わ
ぬ
か
た
ち
で
全
国
に
そ
の
名
を
知
ら

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

４
月
下
旬
、
メ
キ
シ
コ
に
お
い
て
豚
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
感
染
が
広
が
り
、
死
者
も
発
生
し
て
い
る
と

報
じ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
政
府
は
水
際
対
策
と
し
て

検
疫
を
実
施
し
、「
疑
い
例
が
出
た
」「
新
型
で
は
な

か
っ
た
」と
日
々
報
じ
ら
れ
て
迎
え
た
５
月
16
日
、
思

い
も
よ
ら
な
い
電
話
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
れ
は
、
本
市
内
の
私
立
高
校
の
生
徒
に
感
染
の

疑
い
が
あ
る
と
の
大
阪
府
か
ら
の
連
絡
で
あ
っ
た
。

連
絡
を
受
け
て
即
座
に
関
係
職
員
を
招
集
し
、
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部
を
設
置
し
、
対
応
に
当

た
っ
た
。

　
「
茨
木
市
内
の
私
立
高
校
の
生
徒
に
感
染
の
疑
い
」

と
報
じ
ら
れ
て
か
ら
、
市
役
所
に
は
問
い
合
わ
せ
の

電
話
が
殺
到
し
た
。
そ
の
時
点
で
は
学
校
名
は
報
道

さ
れ
て
お
ら
ず
、「
ど
こ
の
学
校
だ
」「
感
染
者
の
住
所

を
教
え
ろ
」と
い
う
内
容
が
多
か
っ
た
が
、
答
え
ら
れ

る
わ
け
も
な
く
、
対
応
に
苦
慮
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
本
市
は
保
健
所
設
置
市
で
は
な
く
、
感

染
者
に
関
す
る
情
報
は
茨
木
保
健
所
か
ら
大
阪
府
、

厚
生
労
働
省
と
伝
わ
り
公
表
さ
れ
る
た
め
、
本
市
が

情
報
を
把
握
す
る
の
が
報
道
さ
れ
る
よ
り
遅
く
な
る

こ
と
も
あ
り
、
府
お
よ
び
保
健
所
と
の
連
携
体
制
が

取
れ
る
ま
で
は
、
市
と
し
て
も
な
か
な
か
情
報
収
集

が
で
き
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

　

一
夜
明
け
て
17
日
に
な
る
と
、
マ
ス
ク
に
関
す
る

電
話
が
激
増
し
た
。
当
時
の
報
道
の
影
響
も
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
が
、
マ
ス
ク
が
感
染
予
防
に
絶
対
的
効

果
を
持
つ
か
の
よ
う
な
意
識
が
浸
透
し
、
小
売
店
で

は
マ
ス
ク
が
品
薄
状
態
と
な
り
、
ま
た
、
マ
ス
ク
品

薄
を
各
報
道
機
関
が
ト
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス
で
伝
え
た
こ

と
か
ら
住
民
の
不
安
に
拍
車
が
掛
か
り
、
対
策
本
部

に
は
「
ど
こ
に
行
け
ば
買
え
る
の
か
」「
市
で
配
布
し

ろ
」と
い
っ
た
電
話
が
日
に
１
０
０
件
を
超
え
た
。
そ

の
た
び
に
、
人
込
み
を
避
け
て
い
れ
ば
お
お
む
ね
マ

ス
ク
は
不
要
で
あ
る
こ
と
、
市
販
の
サ
ー
ジ
カ
ル
マ

ス
ク
は
感
染
者
が
使
用
す
る
こ
と
で
拡
大
防
止
に
効

果
は
あ
る
が
健
康
な
人
が
着
用
し
て
感
染
を
防
ぐ
絶

対
的
効
果
は
な
い
こ
と
、
感
染
予
防
に
は
マ
ス
ク
よ

り
も
手
洗
い
な
ど
の
方
が
重
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
、

正
確
な
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
を
徹
底
し
た
。
今
に

し
て
思
え
ば
、
多
く
の
住
民
は
目
に
見
え
な
い
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
を
、
通
常
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
と
は
全
く
異
な
る
未
知
な
る
恐
怖
と
し
て
と

ら
え
、
マ
ス
ク
と
い
う
目
に
見
え
る
も
の
を
用
意
す

る
こ
と
で
不
安
を
和
ら
げ
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
の
ほ
か
対
策
本
部
に
は
、
近
隣
府
県
や
他
の
地

方
か
ら
「
茨
木
市
民
は
市
外
に
出
す
な
」「
関
西
に
出

張
で
き
な
い
。
ど
う
し
て
く
れ
る
」
と
い
っ
た
心
無

い
電
話
な
ど
も
あ
り
、
最
初
の
数
日
は
電
話
対
応
に

人
手
を
割
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

学
校
の
一
斉
休
校
な
ど
に
よ
る
効
果

　

本
市
に
お
け
る
疑
い
例
の
連
絡
を
受
け
た
16
日
の

第
１
回
対
策
本
部
会
議
に
お
い
て
最
初
に
検
討
し
た

の
は
、
市
内
の
小
・
中
学
校
な
ど
の
休
校
な
ど
に
つ

教
訓
を
踏
ま
え
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

〜
住
民
に
身
近
な
行
政
と
し
て
〜

茨い
ば
ら
き木
市
長　

野
村
宣
一

外
来
内
科
に
殺
到
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
う

な
る
と
、
や
は
り
医
療
機
関
の
機
能
維
持
は
困
難
と

な
る
。

　

そ
の
解
決
策
と
し
て
、
例
え
ば
患
者
が
病
院
を
訪

れ
な
く
て
も
治
療
薬
を
処
方
で
き
る
よ
う
に
、
ド
ラ

イ
ブ
ス
ル
ー
方
式
を
採
用
し
た
り
、
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
拠
点
で
あ
る
公
民
館
で
配
布
す
る
よ
う
な
超

法
規
的
な
非
常
措
置
も
考
え
ら
れ
る
。
医
療
資
源
は

地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
。
そ
れ
故
に
、
地
方
自
治
体

が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
応
じ
て
、
プ
ラ
ン
を
つ
く
る

な
り
、
独
自
の
対
応
を
検
討
し
て
も
よ
い
。

　

ま
た
、
医
療
機
関
の
混
乱
は
、
外
来
に
限
ら
な
い
。

入
院
が
必
要
な
重
症
患
者
が
殺
到
す
る
こ
と
も
想
定

す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
場
合
に
備
え
て
、
入
院
者

の
中
で
も
軽
症
の
患
者
は
、
一
時
的
に
在
宅
医
療
に

切
り
替
え
て
も
ら
う
な
ど
、
病
床
の
確
保
に
努
め
る

必
要
も
出
て
く
る
だ
ろ
う
。

　

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
つ
い
て
も
基
本
的
な
考
え
方

は
変
わ
ら
な
い
。
10
月
下
旬
に
国
内
産
の
出
荷
が
予

定
さ
れ
て
い
る
が
、
医
療
機
関
の
機
能
低
下
の
防

止
、
重
症
者
、
死
亡
者
を
一
人
で
も
少
な
く
す
る
こ

と
を
目
標
に
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
者
の
優
先
順
位
が
決

め
ら
れ
て
い
る
。
し
っ
か
り
と
し
た
国
民
の
コ
ン
セ

ン
サ
ス
を
得
る
た
め
に
も
、
国
も
、
地
方
自
治
体
も

努
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

地
方
自
治
体
の
危
機
管
理
の
試
金
石

　

感
染
症
は
、
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
と
は
異
な
る

特
徴
を
持
つ
。
そ
れ
は
被
害
の
範
囲
の
広
さ
だ
。
い

く
ら
大
地
震
が
発
生
し
た
と
し
て
も
、
被
害
を
直
接

受
け
る
地
域
は
限
定
さ
れ
る
。
国
内
す
べ
て
が
被
災

地
に
な
る
こ
と
は
な
い
し
、
被
災
し
た
自
治
体
は
政

府
や
、
全
国
の
自
治
体
、
さ
ら
に
は
近
隣
諸
国
か
ら

サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

し
か
し
、
感
染
症
は
こ
れ
と
は
異
な
る
。
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
が
発
生
し
た
ら
、
日
本
国
内
は
も
ち
ろ
ん
、

世
界
中
が
被
害
を
受
け
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
一
つ

一
つ
の
地
方
は
十
分
な
サ
ポ
ー
ト
が
得
ら
れ
な
い
可

能
性
も
出
て
く
る
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
地
方
自
治
体
は
、
大
き
な
役
割
を

担
う
の
だ
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
発
生
す
る
場
所
は
、
地
方
自
治
の
現
場
で

あ
り
、
影
響
を
受
け
る
の
も
そ
の
現
場
だ
。
そ
の
現

場
を
守
る
の
が
、
地
方
自
治
体
の
使
命
で
あ
る
。

　

冒
頭
で
感
染
症
対
策
に
１
０
０
％
の
正
解
は
な
い

と
述
べ
た
が
、
こ
の
意
識
が
大
切
で
あ
る
。
国
の
対

応
、
サ
ポ
ー
ト
を
待
つ
ば
か
り
で
な
く
、
国
の
「
運

用
指
針
」
に
基
づ
き
な
が
ら
も
、
あ
る
場
面
で
は
大

胆
に
、
地
方
自
治
体
独
自
の
対
応
策
が
必
要
に
な
っ

て
く
る
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
国
全
体
の
危
機
管
理

に
か
か
わ
る
問
題
で
も
あ
る
が
、
同
時
に
地
方
自
治

体
の
危
機
管
理
能
力
も
問
わ
れ
て
い
る
。
今
回
の
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
う
ま
く
対
応
で
き
れ
ば
、
地

方
自
治
体
も
大
い
に
自
信
に
な
る
だ
ろ
う
し
、
身

近
な
行
政
に
対
す
る
住
民
の
信
頼
感
も
増
す
に
違
い

な
い
。

　

地
方
分
権
が
叫
ば
れ
る
中
で
あ
る
が
、
地
域
内
の

さ
ま
ざ
ま
な
関
係
機
関
と
連
携
し
、
自
分
た
ち
の
地

域
は
自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う
意
識
で
、
ぜ
ひ
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
も
ら
い
た
い
。

表2　季節性インフルエンザと新型インフルエンザの違い

周　期 毎冬 10～40 年に 1回
ブタ由来のＡ型（H1N1）

人類の多数が経験せず、免疫なし

症状のみでは、季節性、新型インフルエンザの区別はつかない。遺伝子検査で確定。

Ａ型（H1、H3）、B型、C型
免疫あり

突然の 38℃以上の発熱
咳、くしゃみ等の呼吸器症状
頭痛、関節痛、全身倦怠感 等

突然の 38℃以上の発熱
咳、くしゃみ等の呼吸器症状
頭痛、関節痛、全身倦怠感 等

抗インフルエンザウイルス薬 抗インフルエンザウイルス薬
毎年製造される季節性インフルエン
ザに対するワクチンの接種により、

重症化を防止
（国内の４社で製造）

新型インフルエンザに対するワクチンの接種により、
重症化を防止。

現在、国内の４社で製造を開始。
※今秋冬の流行に備えて、外国から輸入を検討

２～５日 １～７日

0.1％以下
0.4%（0.3%～1.5%）、0.06%～0.0004%、0.58%

などの報告がある
（正確な感染者数及び死亡者は把握困難であるため正確な値は不明。）

季節性インフルエンザ 今回の新型インフルエンザ（A/H1N1）

ウイルス型

症　状

遺伝子検査

潜伏期間

致死率

治療薬

ワクチン

※厚生労働省・新型インフルエンザ対策推進本部事務局「『新型インフルエンザ（A/H1N1）ワクチンの接種について（素案）』を
　みていただくために」を基に編集部で作成
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て
の
課
題
も
見
え
て
き
た
。

　

感
染
拡
大
抑
制
と
社
会
機
能
維
持
の

　

バ
ラ
ン
ス
と
広
報
の
在
り
方

　

感
染
の
発
生
か
ら
１
週
間
は
、
暗
が
り
を
手
探
り

で
駆
け
抜
け
た
よ
う
な
日
々
で
あ
っ
た
が
、
日
が
た

つ
に
つ
れ
、
次
第
に
課
題
が
浮
き
上
が
っ
て
き
た
。

　

ま
ず
第
一
に
、
感
染
拡
大
抑
制
と
社
会
機
能
維
持

の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
こ
と
の
難
し
さ
で
あ
る
。
一
斉

休
校
、
休
所
に
よ
り
、
あ
る
程
度
感
染
拡
大
を
抑
制

す
る
こ
と
は
で
き
た
。
し
か
し
、
保
育
・
教
育
部
局

に
は
「
保
育
所
が
再
開
さ
れ
な
い
と
仕
事
を
い
つ
ま

で
も
休
め
な
い
」「
休
校
な
の
に
子
ど
も
が
外
で
遊
び

ま
わ
っ
て
い
る
」
と
い
っ
た
電
話
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、

対
応
に
追
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
地
震
、
風
水
害
な
ど

の
災
害
な
ど
と
比
較
し
て
、
被
害（
感
染
）が
時
間
と

と
も
に
拡
大
す
る
こ
と
、
社
会
機
能
の
回
復
で
は
な

く
維
持
が
重
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
違
い
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
住
民
の
危
機
意
識
に
も
大
き
な
差
が
出
て

し
ま
う
と
い
う
特
徴
が
現
れ
た
結
果
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　

第
二
に
、
周
知
す
る
こ
と
の
難
し
さ
で
あ
る
。
公

民
館
な
ど
の
施
設
利
用
予
約
者
に
は
、
職
員
が
１
件

ず
つ
電
話
し
た
が
、
こ
れ
が
相
当
に
時
間
を
要
し
た
。

ま
た
、
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
へ
の
連
絡
に
関
し
て

も
非
常
に
苦
労
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
つ

い
て
は
、
利
用
者
・
保
護
者
の
同
意
を
得
て
メ
ー
ル

に
よ
る
一
斉
連
絡
シ
ス
テ
ム
を
検
討
・
導
入
す
る
な

ど
、
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ

る
が
、
何
よ
り
苦
労
し
た
の
は
図
書
館
な
ど
の
利
用

者
へ
の
周
知
で
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
せ

ず
、
車
両
広
報
に
よ
る
情
報
入
手
も
で
き
な
か
っ
た

方
へ
の
情
報
伝
達
手
段
に
つ
い
て
は
、
現
在
も
検
討

課
題
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

　

一
番
身
近
な
行
政
と
し
て
の
役
割

　

最
近
に
な
っ
て
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
者
で

亡
く
な
ら
れ
る
方
が
出
て
き
た
こ
と
で
、
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
す
る
報
道
が
再
び
大
き
く
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
。そ
れ
に
従
い
、市
へ
の
問
い
合
わ
せ

も
増
え
て
き
て
お
り
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
影
響
の
大
き

さ
を
再
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
７
月
に
入

り
、
大
阪
府
内
で
の
感
染
者
数
は
当
初
以
上
の
ペ
ー

ス
で
増
え
続
け
て
い
た
が
、あ
ま
り
報
道
さ
れ
な
か
っ

た
た
め
、
そ
の
時
期
に
は
問
い
合
わ
せ
も
ほ
と
ん
ど

な
く
、ま
た
、各
個
人
の
対
策
も
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て

い
た
面
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
だ
け

の
影
響
力
を
持
つ
テ
レ
ビ
な
ど
で
、
ニ
ュ
ー
ス
だ
け

で
な
く
Ｃ
Ｍ
な
ど
で
正
し
い
手
洗
い
の
方
法
、
咳
エ

チ
ケ
ッ
ト
な
ど
を
住
民
に
伝
え
る
こ
と
で
感
染
拡
大

抑
制
の
一
助
に
な
る
の
で
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

本
市
と
し
て
は
、
今
後
さ
ら
に
感
染
が
拡
大
す
る

恐
れ
の
あ
る
秋
以
降
に
向
け
て
、
マ
ス
ク
、
消
毒

液
な
ど
の
備
蓄
を
進
め
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
各
家
庭

に
お
け
る
備
蓄
の
啓
発
、
手
洗
い
、
う
が
い
と
い
っ

た
感
染
予
防
策
な
ど
、
住
民
な
ど
に
向
け
て
の
正
確

な
情
報
提
供
や
相
談
窓
口
体
制
の
整
備
を
進
め
て
い

く
。
今
後
も
、
住
民
に
一
番
身
近
な
行
政
と
し
て
の

市
の
在
り
方
を
意
識
し
、
住
民
不
安
を
解
消
し
パ

ニ
ッ
ク
を
最
小
限
に
防
ぐ
と
と
も
に
日
常
生
活
の
維

持
に
努
め
、
行
政
・
住
民
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
い
う
危
機
事
象
を
乗
り
越
え
て

ま
い
り
た
い
。

い
て
で
あ
っ
た
。
翌
17
日
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

で
あ
る
こ
と
が
検
査
結
果
に
よ
り
確
認
さ
れ
た
段
階

で
、
市
立
の
小
・
中
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
所
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
・
デ
イ
ケ
ア
な
ど
高
齢
者
通
所
介
護
施

設
、
障
害
者
通
所
施
設
な
ど
に
つ
い
て
は
23
日
ま
で

の
休
校
・
休
所
を
決
定
し
、
私
立
や
民
間
の
施
設
に

も
同
様
の
対
応
を
要
請
し
た
。
翌
18
日
か
ら
は
図
書

館
や
公
民
館
な
ど
、
市
の
全
施
設
の
23
日
ま
で
の
休

館
を
実
施
し
、
ま
た
、
市
主
催
行
事
は
31
日
ま
で
自

粛
す
る
な
ど
の
対
策
を
取
っ
た
。
住
民
か
ら
は「
そ
こ

ま
で
や
る
必
要
は
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
い
っ
た

ご
意
見
も
ち
ょ
う
だ
い
し
た
が
、
今
回
の
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
は
、
毒
性
は
さ
ほ
ど
で
は
な

い
も
の
の
感
染
力
が
強
い
と
さ
れ
て
い
た
た
め
、
感

染
の
拡
大
を
抑
え
る
こ
と
を
最
優
先
し
て
の
対
策
で

あ
っ
た
。
そ
れ
ら
が
奏
功
し
て
か
、
23
日
以
降
は
新

た
な
感
染
者
も
確
認
さ
れ
ず
、
初
期
の
感
染
拡
大
を

防
止
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
感
染
拡
大
を
抑
制
す
る
た
め
に
は
、
休
校
・

休
館
な
ど
に
関
す
る
情
報
や
、
手
洗
い
・
咳
エ
チ
ケ
ッ

ト
な
ど
の
個
人
で
で
き
る
感
染
予
防
お
よ
び
拡
大
防

止
策
に
つ
い
て
住
民
に
周
知
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

そ
の
手
段
と
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報
を
随
時

発
信
す
る
と
と
も
に
、
消
防
車
両
お
よ
び
清
掃
車
に

よ
る
広
報
を
実
施
し
た
。
清
掃
車
は
毎
日
同
じ
ア
ナ

ウ
ン
ス
を
し
な
が
ら
市
内
全
域
を
走
行
し
て
い
る
た

め
、
普
段
と
違
う
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
て
い
る
こ
と

で
住
民
の
注
意
を
引
き
、
広
く
情
報
提
供
を
行
う
こ

と
が
で
き
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
対
策
か
ら
は
、
今
後
に
向
け

茨木市における感染報告者数（大阪府発表）
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5月24日以降の対処方針を決定した「第10回茨木市新型インフルエンザ対策本部会議」（平成21年5月23日実施）
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被
災
と
復
興
の
経
験
が
も
た
ら
し
た

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
契
機

伝
統
的
町
並
み
を
破
壊
し
た
能
登
半
島
地
震

　

平
成
19
年
３
月
25
日
午
前
９
時
41
分
に
発
生
し
た

能
登
半
島
地
震
（
正
式
名
称
は
平
成
19
年
能
登
半
島

地
震
）
は
、
今
も
記
憶
に
新
し
い
。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
６
・
９
。
震
源
に
近
い
石
川
県
輪
島
市
、
七
尾
市
、

穴
水
町
が
震
度
６
強
を
記
録
し
た
。
能
登
半
島
地
震

の
お
よ
そ
の
被
害
統
計
は
以
下
の
通
り
だ
。

〔
死
者
…
１
人
／
負
傷
者
（
重
軽
傷
者
）
…
３
３
８
人

／
全
壊
家
屋
…
６
８
６
棟
／
半
壊
家
屋
…
１
７
４
０

棟
／
一
部
損
壊
家
屋
…
２
万
６
９
５
９
棟
〕

　

こ
の
う
ち
震
源
に
最
も
近
か
っ
た
輪
島
市
の
被

害
は
死
者
１
人
、
重
傷
者
を
含
む
負
傷
者
１
１
５

人
、
全
壊
・
半
壊
・
一
部
損
壊
を
合
わ
せ
た
住
家
被

害
は
約
９
３
２
５
棟
（
う
ち
全
壊
は
５
１
３
棟
）、
非

住
家
も
含
め
る
と
建
物
被
害
は
１
万
７
０
０
０
棟
に

及
び
、
能
登
半
島
地
震
に
お
け
る
最
大
の
被
災
地
と

な
っ
た
。

　

死
者
数
や
負
傷
者
数
が
地
震
規
模
に
比
し
て
少
な

か
っ
た
要
因
の
一
つ
に
、
発
生
が
休
日
の
午
前
９
時

す
ぎ
だ
っ
た
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
市
民
の
ほ
と
ん
ど
が
起
床
後
し
ば
ら
く
た
っ

た
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
、
在
宅
者
が
多
か
っ
た
た
め

避
難
活
動
に
遅
滞
が
少
な
か
っ
た
こ
と
、
朝
食
後
の

時
間
帯
だ
っ
た
た
め
火
災
の
発
生
も
抑
制
さ
れ
た
こ

と
、
な
ど
だ
。
と
は
い
え
、
一
個
の
都
市
と
し
て
大

変
な
震
災
被
害
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
に
違
い
は
な

い
。

「
輪
島
市
の
場
合
に
は
特
に
伝
統
的
町
並
み
の
特
徴

で
あ
る
黒
瓦
、
下
見
板
張
り
、
表
格
子
の
民
家
を
中

心
に
、
家
屋
全
半
壊
の
被
害
が
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

黒
瓦
の
載
っ
た
屋
根
が
重
く
、
1
階
部
分
と
2
階
部

分
の
間
が
ね
じ
切
れ
る
よ
う
な
壊
れ
方
を
し
た
民
家

が
多
か
っ
た
の
も
特
徴
的
な
と
こ
ろ
で
す
」

　

語
る
の
は
梶
文
秋
輪
島
市
長
で
あ
る
。
ご
承
知
の

よ
う
に
輪
島
市
の
目
抜
き
通
り
に
は
伝
統
的
な
漆
器

産
業
の
従
事
者
が
多
い
。
通
り
に
面
し
て
黒
瓦
、
下

見
板
張
り
に
表
格
子
の
住
居
や
店
舗
が
並
び
、
住
居

の
奥
に
漆
器
の
保
存
や
製
作
を
行
う
職
場
と
し
て
土

蔵
の
あ
る
形
態
が
一
般
的
だ
。
酒
蔵
も
こ
れ
に
近
い
。

し
か
も
、
近
代
以
前
は
間
口
の

広
さ
に
応
じ
て
税
額
が
決
め
ら
れ

て
い
た
た
め
、
そ
れ
ら
伝
統
的
な
建

物
の
ほ
と
ん
ど
は
間
口
が
狭
く
細
長
い
造
り
で
、
地

震
の
揺
れ
に
は
構
造
的
に
弱
か
っ
た
。
職
場
が
住
ま

い
の
後
ろ
に
あ
る
構
造
形
態
を
、
輪
島
地
域
で
は「
住

前
職
後
（
じ
ゅ
う
ぜ
ん
し
ょ
く
ご
）」
と
呼
ぶ
が
、
特

に
屋
根
や
壁
が
ひ
と
き
わ
厚
く
重
い
土
蔵
の
壊
れ
方

は
、
ま
さ
に
つ
ぶ
れ
た
と
表
現
し
た
く
な
る
ほ
ど
す

さ
ま
じ
い
も
の
だ
っ
た
と
い
う
。

　

ま
た
市
長
は
震
災
後
の
市
内
で
最
も
印
象
的
だ
っ

た
光
景
と
し
て
、「
推
定
20
万
ｔ
と
も
さ
れ
る
ご
み

の
量
の
多
さ
」
を
挙
げ
る
。
数
百
年
の
歴
史
を
有
す

る
例
も
珍
し
く
な
い
、
漆
器
づ
く
り
酒
づ
く
り
を
家

業
と
す
る
家
で
は
、
蔵
の
中
に
完
成
品
、
半
製
品
を

多
く
貯
蔵
す
る
の
が
通
常
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
余
計
に
、

人
口
に
比
し
て
大
量
の
ご
み
が
出
た
の
か
も
し
れ
な

い
。

　

大
量
に
出
た
ご
み
は
市
内
４
カ
所
に
山
積
み
に
さ

れ
、
震
災
の
傷
跡
を
物
語
る
象
徴
に
な
っ
て
い
た
と

い
う
が
、
今
は
も
ち
ろ
ん
跡
形
も
な
い
。

す
べ
て
の
垣
根
を
取
り
払
っ
て

行
わ
れ
た
復
興

　

震
災
か
ら
２
年
半
が
経
過
し
た
現
在
、
中
心
市
街

地
に
震
災
の
後
遺
症
は
ほ
と
ん
ど
感
じ
ら
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
黒
瓦
に
下
見
板
張
り
、
表
格
子
の
伝
統

的
な
家
屋
の
多
く
が
、
従
来
の
外
観
を
維
持
し
な
が

ら
も
耐
震
構
造
に
配
慮
し
た
再
生
を
果
た
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
ま
ち
全
体
に
伝
統
的
な
香
り
と
普
請

直
後
の
清
新
な
気
と
が
入
り
交
じ
っ
た
よ
う
な
、
一

種
独
特
の
活
気
あ
る
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
る
の

が
印
象
的
だ
っ
た
。

　

震
災
の
翌
年
に
は
風
評
被
害
も
あ
っ
て
急
激
に
落

ち
込
ん
だ
観
光
客
数
も
順
調
に
盛
り
返
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
取
材
当
日
の
輪
島
朝
市
に
は
個
人
観
光
客

以
外
に
観
光
バ
ス
計
20
台
で
乗
り
付
け
た
観
光
客
が

入
り
交
じ
り
、
平
日
だ
と
い
う
の
に
か
な
り
の
人
出

が
見
ら
れ
た
。

　

各
地
で
寸
断
さ
れ
て
い
た
道
路
の
回
復
も
順
調

だ
。
例
え
ば
金
沢
市
方
面
か
ら
能
登
半
島
を
縦
貫
す

る
能
登
有
料
道
路
は
完
全
復
旧
し
て
い
る
。
計
10
カ

所
で
通
行
止
め
に
な
っ
た
、
半
島
を
一
周
す
る
一
般

国
道
２
４
９
号
も
ほ
と
ん
ど
復
旧
し
た
。
観
光
名
所
・

曽
々
木
海
岸
に
面
す
る
、
八
世
乃
洞
門
と
し
て
知
ら

れ
る
ト
ン
ネ
ル
が
、昼
間
の
み
片
側
通
行（
夜
間
は
通

行
止
め
）
に
な
っ
て
い
る
の
が
目
立
つ
程
度
だ
。
写

真
に
あ
る
よ
う
に
こ
の
八
世
乃
洞
門
も
新
ト
ン
ネ
ル

の
工
事
が
進
み
、
本
年
11
月
か
ら
通
行
可
能
と
な
る
。

　

被
災
市
民
の
生
活
面
で
は
仮
設
住
宅
が
既
に
完
全

撤
去
さ
れ
た
。
災
害
公
営
住
宅
49
戸
が
、
被
災
者
用

住
宅
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
部
分
的
改
修
の
必
要
な
住
居
・
店
舗
は
少
な
く

な
い
。
だ
が
総
合
的
に
見
て
、
震
災
発
生
後
約
２
年

半
で
の
復
旧
・
復
興
ぶ
り
は
、
非
常
に
進
ち
ょ
く
が

早
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

「
市
民
の
頑
張
り
と
関
係
各
方
面
か
ら
の
有
形
無
形

の
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
復
興
も
早
ま
っ
た
と

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
例
え
ば
震
災
直
後
、
瞬
間
的

に
で
す
が
、
私
は
か
な
り
悲
観
的
な
思
い
に
と
ら
わ

能登半島地震で倒壊した民家の片付けをするボランティアの人々

梶 文秋
輪島市長

（石川県）

市 政 ル ポ 輪
わ じ ま

島市

建設工事が進む国道249号の新トンネル（右側は震災被害で片側通行が続く八世乃
洞門）

OCTOBER 2009 市政



30OCTOBER 2009 市政31 市政 OCTOBER 2009 

輪島市　市 政 ル ポ

（石川県）

れ
ま
し
た
。
輪
島
市
は
高
齢
化
率
が
非
常
に
高
い
た

め
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
崩
壊
し
て
し
ま
う
の
で

は
な
い
か
、
再
生
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う

悪
い
想
像
が
頭
を
よ
ぎ
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
市

民
の
皆
さ
ん
が
備
え
て
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
へ

の
自
然
治
癒
力
は
私
の
想
像
以
上
に
強
か
っ
た
。
ま

た
中
越
地
震
な
ど
で
震
災
被
害
に
遭
っ
た
新
潟
県
の

長
岡
市
さ
ん
、
小
千
谷
市
さ
ん
な
ど
か
ら
は
復
興
基

金
の
活
用
の
仕
方
、
復
興
過
程
に
起
こ
り
や
す
い
問

題
や
対
処
法
な
ど
、
経
験
に
基
づ
く
適
切
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
た
く
さ
ん
頂
き
ま
し
た
」（
梶
市
長
）

　

瞬
間
的
に
と
は
い
え
、
市
長
が
悲
観
的
な
思
い
に

と
ら
わ
れ
た
の
も
無
理
は
な
い
。
震
災
が
発
生
し
た

平
成
19
年
３
月
は
、
旧
輪
島
市
と
旧
門
前
町
が
合
併

（
平
成
18
年
２
月
）
し
て
わ
ず
か
１
年
後
。
市
民
の
一

体
化
、
職
員
の
融
合
に
向
け
た
各
種
事
業
が
本
格
化

す
る
直
前
だ
っ
た
。
年
度
末
の
混
乱
期
で
、
１
週
間

後
に
は
退
職
者
と
新
入
職
員
の
交
代
時
期
を
控
え
て

い
た
。

　

こ
れ
ら
の
事
態
に
直
面
し
た
市
長
は
退
職
予
定
者

に
退
職
後
の
再
雇
用（
１
カ
月
）を
申
し
入
れ
た
。
か

く
し
て
輪
島
市
の
震
災
復
興
の
第
一
歩
は
、
現
役
職

員
、
退
職
予
定
者
、
新
入
職
員
が
一
体
と
な
っ
た
体

制
で
始
ま
っ
た
。
同
時
に
市
民
に
は
、
市
民
参
画
に

よ
る
自
主
的
な
復
興
を
目
指
す
た
め
旧
輪
島
市
域
内

で
10
カ
所
、
旧
門
前
町
域
内
で
９
カ
所
、
協
議
会
を

設
立
し
な
い
地
区
お
よ
び
各
地
区
協
議
会
の
支
援
を

行
う
た
め
の
全
体
協
議
会
を
1
カ
所
、
計
20
カ
所
の

「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
の
立
ち
上
げ
を
申
し
入
れ

た
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
復
興
は
職
員
と
市
民
、
さ
ら

に
旧
輪
島
市
と
旧
門
前
町
の
垣
根
を
も
越
え
る
総
合

的
な
取
り
組
み
と
な
っ
た
。

震
災
か
ら
の
復
興
で
推
進
さ
れ
た

市
民
の
一
体
感

「
改
め
て
振
り
返
り
ま
す
と
、
震
災
か
ら
の
復
興
の

プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
現
状
ま
で
の
結
果
に
は
幸
運
な
側

面
も
あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
地
震
発
生
の
季
節
が
厳

冬
期
を
過
ぎ
、
暖
か
な
春
を
迎
え
る
目
前
だ
っ
た
と

い
う
こ
と
。
市
民
に
と
っ
て
も
職
員
に
と
っ
て
も
、

こ
れ
は
精
神
的
に
非
常
に
大
き
か
っ
た
。
ま
た
震
災

か
ら
の
復
興
・
復
旧
の
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
、
市
民

の
一
体
化
や
職
員
の
融
合
が
格
段
に
進
ん
だ
と
い
う

実
感
が
あ
り
ま
す
。
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
頑
張
る

こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
胸
に
旧
輪
島
市
、
旧
門
前
町

の
仕
切
り
を
越
え
た『
わ
が
ま
ち
輪
島
』と
の
思
い
が

兆
し
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
が
予
想
以
上
に
早
い

復
興
の
原
動
力
の
一
つ
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
て

お
り
ま
す
」（
梶
市
長
）

　

さ
ら
に
平
成
６
年
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震

災
を
き
っ
か
け
に
制
定
さ
れ
た
「
被
災
者
生
活
再
建

支
援
法
」
が
、「
改
正
の
１
年
前
に
当
た
っ
て
い
た
の

も
、
幸
運
の
一
つ
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
市

長
は
述
懐
す
る
。

　

同
支
援
法
の
対
象
は
「
自
然
災
害
に
よ
り
住
宅
が

全
半
壊
」
し
た
ケ
ー
ス
で
、
な
お
か
つ
生
活
の
再
建

に
必
要
と
定
め
ら
れ
た
各
支
給
条
件（
住
居
の
移
転
・

解
体
・
補
修
費
、
賃
貸
費
用
、
医
療
費
な
ど
）
に
合

致
し
た
要
件
に
つ
い
て
の
み
、
限
度
額
内
で
支
援
金

が
出
さ
れ
る
と
い
う
の
が
目
的
だ
っ
た
。
そ
の
後
、

平
成
16
年
に
支
給
額
な
ど
が
一
部
改
正
さ
れ
た
も
の

の
手
続
き
が
煩
雑
、
各
要
件
に
つ
い

て
個
別
に
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
な
ど
、
特
に
高
齢
者
に
は
扱
い
に

く
い
も
の
と
さ
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
次
の
改
正
予
定
の
直
前

に
能
登
半
島
地
震
が
起
き
た
た
め
、

改
正
の
た
め
の
調
査
委
員
が
直
接
被

災
地
に
出
向
き
、
運
用
上
の
不
備
な

ど
に
つ
い
て
の
聞
き
取
り
調
査
を
活

発
に
行
っ
た
。

　

最
終
的
に
同
支
援
法
は
能
登
半
島

地
震
発
生
か
ら
８
カ
月
後
の
平
成
19

年
11
月
に
改
正
さ
れ
た
。
支
援
金
の
使
途
制
限
が
撤

廃
さ
れ
、
従
来
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
持
ち
家
の
建
設
・

購
入
に
も
適
用
さ
れ
、
申
請
方
法
も
実
用
的
に
改
善

さ
れ
た
。
能
登
半
島
地
震
の
被
災
者
が
そ
の
適
用
第

一
号
に
な
る
と
と
も
に
、
持
ち
家
が
多
か
っ
た
輪
島

市
の
伝
統
的
建
築
物
再
生
に
も
大
き
な
力
と
な
っ
た

の
だ
。

　

と
こ
ろ
で
震
災
か
ら
の
復
興
に
、
市
民
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
が
原
動
力
と
な
っ
た
こ
と
は
既
に

述
べ
た
。
町
内
会
単
位
で
市
民
が
ま
ち
づ
く
り
に
参

画
す
る
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
制
度
は
全
国
的
に
あ
る

が
、
地
区
に
よ
っ
て
活
動
ぶ
り
に
ど
う
し
て
も
温
度

差
が
出
る
の
が
現
実
だ
。
震
災
復
興
と
い
う
大
き
な

共
通
目
的
が
あ
る
輪
島
市
に
お
い
て
も
、
そ
れ
は
同

様
だ
っ
た
と
い
う
。

「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
よ
る
復
興
活
動
実
践
を
通

じ
改
め
て
実
感
し
た
の
は
、
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
重
要

性
で
す
。
市
内
で
最
も
被
害
の
大
き
か
っ
た
門
前
町

国道249号沿いに広がる白米千枚田では結婚式などさまざまなイベントも開催される
（国指定文化財名勝）

1000年以上もの歴史を持つ輪島名物の朝市は、今も観光客の人気の的

マリンタウン建設事業の要となる大岸壁も完成間近
（朝市通りまで徒歩５分の至近距離）

合併直後、年度末の大混乱の中で立ち上げられた災害対策本部会議

能登半島地震・震度６強の
揺れに倒壊した民家

永井豪記念館には全国からファンが訪れる（写真の人形
キャラクターはUFOロボ　グレンダイザー）
ⒸGo Nagai ／ Dynamic Production 2009
ⒸGo Nagai ／ Dynamic Planning 2009
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い
ま
ま
老
朽
化
が
進
ん
で
い
た
。

　

そ
れ
だ
け
に
、
能
登
半
島
地
震
に
よ
る
被
害
は
よ

り
大
き
か
っ
た
。
黒
島
地
区
の
復
興
す
ら
危
ぶ
ま
れ

た
が
、
逆
に
震
災
を
契
機
に
住
民
の
総
意
も
重
伝

建
地
区
と
し
て
の
保
存
へ
向
か
い
、
正
式
選
定
へ
と

至
っ
た
。

「
こ
の
時
期
に
門
前
町
・
黒
島
地
区
が
重
伝
建
地
区

に
選
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
地
域
の
大
切
な
宝
を
未
来

に
向
け
維
持
・
保
存
で
き
る
と
い
う
意
味
だ
け
で
な

く
、
こ
れ
か
ら
の
観
光
振
興
を
考
え
る
上
で
も
非
常

に
大
き
な
追
い
風
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
本
年
４
月

に
は
旧
輪
島
市
地
域
の
朝
市
通
り
に
輪
島
市
出
身
の

漫
画
家
、
永
井
豪
先
生
の
事
績
を
顕
彰
す
る
「
永
井

豪
記
念
館
」
が
完
成
し
、
新
た
な
交
流
空
間
が
で
き

ま
し
た
。
性
格
は
全
く
違
い
ま
す
が
、
イ
ン
パ
ク
ト

の
強
い
交
流
空
間
を
同
時
に
2
つ
持
て
た
こ
と
は
市

民
の
誇
り
が
同
時
に
2
つ
増
え
た
と
い
う
こ
と
で
も

あ
り
、
う
れ
し
い
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
」（
梶
市
長
）

　

輪
島
市
で
は
本
年
か
ら
震
災
の
起
き
た
３
月
25
日

を「
輪
島
市
民
防
災
の
日
」と
定
め
、
震
災
か
ら
復
興

に
向
け
心
を
一
つ
に
し
た
体
験
を
未
来
永え
い
ご
う劫
、
風
化

さ
せ
な
い
誓
い
を
立
て
た
。

　

ま
た
前
年
11
月
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
実
質
上
の

運
営
主
体
と
す
る
、
市
民
協
働
の
地
域
再
生
計
画
と

い
う
べ
き
「
能
登
半
島
地
震
の
被
災
・
復
興
経
験
の

共
有
に
よ
る
地
域
づ
く
り
─
わ
が
ま
ち
を
震
源
と
し

た
能
登
半
島
地
震
の
体
験
か
ら
─
」（
計
画
期
間
・
平

成
20
年
度
〜
24
年
度
）
の
認
定
を
内
閣
府
か
ら
受
け

て
い
る
。
こ
の
地
域
再
生
計
画
は
、
被
災
か
ら
復
興

に
至
る
過
程
で
市
民
、
行
政
、
関
係
諸
団
体
が
経
験

し
た
有
益
な
情
報
を
地
図
情
報
な
ど
と
合

致
さ
せ
る
形
で
デ
ー
タ
化
し
、
ゆ
く
ゆ
く

は
汎
用
化
も
図
り
つ
つ
、
市
民
に
向
け
今

後
の
防
災
体
制
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
サ
イ
ト（
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）

の
構
築
を
行
う
と
い
う
も
の
だ
。

「
行
政
が
復
興
へ
の
努
力
で
手
い
っ
ぱ
い

の
と
き
に
、
市
民
の
側
か
ら
こ
の
よ
う
な

申
し
出
が
行
政
に
投
げ
掛
け
ら
れ
、
市
民

協
働
に
よ
る
地
域
再
生
計
画
と
い
う
独
自

の
形
で
事
業
が
ス
タ
ー
ト
で
き
た
こ
と

は
、
輪
島
市
に
と
っ
て
非
常
に
画
期
的
な
こ
と
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
こ
の
地
域
再
生
計
画
の
成
果

の
各
地
区
が
最
も
早
い
立
ち
直
り
を
見
せ
た
の
で
す

が
、
門
前
町
に
は
曹
洞
宗
の
大
本
山
、
總
持
寺
の
門

前
町
と
し
て
栄
え
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
同
時

に
北
前
船
の
船
主
や
船
頭
、
水か

こ夫
が
多
く
住
ん
で
い

た
地
域
で
も
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
門
前
町
は
伝

統
的
に
自
治
意
識
が
強
く
、
リ
ー
ダ
ー
的
資
質
の
人

材
を
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
伝
統
が
今
も
生
き

て
い
た
の
で
す
」（
梶
市
長
）

　

現
在
、
全
国
各
都
市
に
お
い
て
、
市
民
協
働
の
推

進
や
震
災
な
ど
の
自
然
災
害
を
想
定
し
た
防
災
体
制

づ
く
り
を
主
目
的
に
、
定
年
を
迎
え
た
団
塊
世
代

を
は
じ
め
と
す
る
市
民
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
事
業
が
行

わ
れ
て
い
る
。
能
登
半
島
地
震
か
ら
の
復
興
過
程
に

お
け
る
輪
島
市
の
事
例
は
、
ま
さ
に
そ
の
市
民
リ
ー

ダ
ー
の
重
要
性
を
改
め
て
証
明
す
る
も
の
と
い
え
る

だ
ろ
う
。

未
来
へ
の
飛
躍
に
向
け
て

　

本
年
６
月
、
能
登
半
島
地
震
で
最
も
被
害
の
大
き

か
っ
た
門
前
町
の
黒
島
地
区
が
、
国
の
重
要
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区（
重
伝
建
地
区
）に
正
式
選
定
さ

れ
た
。
石
川
県
内
で
は
４
番
目
の
選
定
と
な
り
、
重

伝
建
地
区
は
全
国
で
85
地
区
と
な
っ
た
。

　

黒
島
地
区
は
北
前
船
の
船
主
や
船
員
の
居
住
地
と

し
て
、
特
に
江
戸
時
代
中
期
以
降
に
栄
え
た
。
地
区

内
に
は
明
治
時
代
初
期
に
建
設
さ
れ
た
、
輪
島
市
内

で
も
ひ
と
き
わ
豪
華
な
造
り
の
黒
瓦
、
下
見
板
張
り
、

表
格
子
の
民
家
が
ず
ら
り
と
立
ち
並
ん
で
い
る
。
黒

島
地
区
を
重
伝
建
地
区
に
す
る
べ
き
だ
と
い
う
声
は

以
前
か
ら
高
か
っ
た
が
、
住
民
の
総
意
を
得
ら
れ
な

旧輪島駅周辺で進む町並み整備は黒瓦、表格子の民家が基調

が『
輪
島
市
民
防
災
の
日
』の
制
定
と
併
せ
て
、
自
分

た
ち
の
経
験
を
次
代
へ
と
有
効
な
形
で
リ
レ
ー
し
て

い
く
た
め
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
信
じ
て
お

り
ま
す
。
同
時
に
こ
う
し
た
計
画
の
実
現
に
若
い
市

民
が
参
画
す
る
こ
と
で
、
次
世
代
の
市
民
リ
ー
ダ
ー

が
育
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
よ
う
な
期
待

も
し
て
お
り
ま
す
」（
梶
市
長
）

　

輪
島
市
か
ら
鉄
道
が
消
え
た
の
は
平
成
13
年
だ
っ

た
。
陸
路
が
発
達
し
た
と
は
い
え
、
今
回
の
よ
う

に
震
災
で
道
路
が
寸
断
さ
れ
た
場
合
、
以
前
な
ら
一

時
的
に
で
も
陸
の
孤
島
化
は
避
け
ら
れ
な
い
と
こ
ろ

だ
っ
た
。
し
か
し
、
能
登
半
島
地
震
の
際
、
輪
島
市

に
は
平
成
15
年
に
開
港
し
た
能
登
空
港
が
既
に
あ
っ

た
。
地
震
当
日
こ
そ
滑
走
路
が
閉
鎖
さ
れ
た
が
、
余

震
活
動
を
縫
っ
て
翌
日
か
ら
は
暫
定
的
に
使
用
再
開

さ
れ
た
。

　

東
京
と
１
時
間
弱
で
結
ば
れ
る
能
登
空
港
は
、
現

在
、
不
振
の
続
く
地
方
空
港
の
中
で
は
優
等
生
と
い

わ
れ
る
搭
乗
率
を
誇
る
。
広
大
な
空
港
敷
地
を
活
用

し
て
誘
致
さ
れ
た
学
校
法
人「
日
本
航
空
学
園
」の
効

果
で
、
生
徒
・
教
師
を
合
わ
せ
て
約
１
０
０
０
人
の

若
者
た
ち
が
輪
島
市
に
移
り
住
ん
で
も
い
る
。

　

ま
た
平
成
５
年
度
か
ら
長
年
続
け
ら
れ
て
き
た
輪

島
港
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
建
設
事
業
も
、
来
年
度
か
ら
新

た
な
岸
壁
な
ど
の
主
要
施
設
の
供
用
が
順
次
開
始
さ

れ
、「
に
っ
ぽ
ん
丸
」「
ふ
じ
丸
」な
ど
の
豪
華
客
船
に

よ
る
ク
ル
ー
ズ
寄
港
の
実
現
が
確
定
し
て
い
る
。

「
そ
の
昔
は
北
前
船
で
に
ぎ
わ
い
、
戦
後
は
近
年
ま

で『
過
疎
地
』や『
陸
の
孤
島
』な
ど
と
い
う
あ
り
が
た

く
な
い
代
名
詞
が
付
き
ま
と
い
ま
し
た
が
、
能
登
半

大本山、總持寺祖院
（門前町）の塀は震災被
害で今も傾いたまま

震災からの復興・再建を願う
祈願瓦（總持寺）

島
地
震
と
い
う
つ
ら
い
体
験
か
ら
の
復
興
を
実
現
し

た
今
、
空
港
だ
け
で
な
く
、
海
路
の
に
ぎ
わ
い
も
久

し
ぶ
り
に
輪
島
に
戻
っ
て
き
そ
う
で
す
。
ま
た
空
港

に
隣
接
す
る
地
区
に
は
臨
空
産
業
団
地
が
あ
り
、
最

近
、
県
外
企
業
か
ら
の
引
き
合
い
が
増
え
て
き
た
の

は
心
強
い
限
り
で
す
」（
梶
市
長
）

　

合
併
後
す
ぐ
に
震
災
に
見
舞
わ
れ
、
新
市
ス
タ
ー

ト
に
暗
雲
が
漂
っ
た
か
に
見
え
た
輪
島
市
。
だ
が
、

震
災
の
つ
ら
い
体
験
・
復
興
に
よ
っ
て
得
た
の
は
市

民
や
職
員
の
一
体
感
だ
け
で
な
く
、
新
た
な
飛
躍
へ

の
契
機
で
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。

（
取
材
・
文　

遠
藤　

隆
）

重伝建地区に選定された門前町・黒島地区の重厚な町並み

コミュニティバス「のらんけバス」は100円均一。循環コースを走るため観光客にも好評

のと鉄道（旧JR七尾線）の旧輪島
駅を活用して造られた交流施設
「道の駅輪島・ふらっと訪夢」



合
併
の
概
要

　

平
成
16
年
４
月
１
日
、
長
野
県
下
第
18
番
目
の

新
市
、
東
御
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

合
併
に
当
た
っ
て
、
郡
を
ま
た
い
だ
１
町
１
村

の
合
併
で
あ
る
こ
と
、
人
口
３
万
２
０
０
０
人
の

３
万
市
特
例
に
よ
る
市
で
あ
る
こ
と
、
い
き
な
り

法
定
合
併
協
議
会
を
設
置
し
、
わ
ず
か
１
年
半
と

い
う
、
全
国
で
も
あ
ま
り
例
の
な
い
短
期
間
で
の

合
併
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
全
国
的
に
注
目
さ
れ

た
新
市
の
発
足
で
し
た
。

　

本
市
は
、
長
野
県
の
東
部
に
位
置
し
、
首
都
東

京
よ
り
約
１
５
０
㎞
の
圏
域
に
あ
り
、
上
田
市
、

佐
久
市
、
小
諸
市
の
３
市
に
挟
ま
れ
て
い
ま
す
。

市
の
ほ
ぼ
中
央
部
を
東
西
に
上
信
越
自
動
車
道
が

通
過
し
て
お
り
、
並
行
し
て
流
れ
る
千
曲
川
は
、

か
つ
て
の
小
県
郡
東
部
町
と
北
佐
久
郡
北
御
牧
村

の
郡
境
で
し
た
。

　

上
信
越
高
原
国
立
公
園
の
湯
の
丸
高
原
は
、
高

山
植
物
の
宝
庫
で
す
。
ま
た
、
日
本
の
道
百
選
に

選
ば
れ
た
北
国
街
道
海
野
宿
は
江
戸
時
代
の
宿
場

町
の
面
影
を
今
に
残
し
て
お
り
、
多
く
の
観
光
客

が
訪
れ
て
い
ま
す
。

合
併
の
背
景

　

合
併
特
例
法
の
失
効
期
限（
平
成
17
年
３
月
末
）

を
に
ら
み
数
々
の
合
併
協
議
が
進
め
ら
れ
て
い
た

平
成
13
年
、
両
町
村
に
お
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
の
郡

を
主
と
し
た
合
併
の
論
議
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

東
部
町
に
お
い
て
は
、
上
田
市
を
取
り
巻
く
町
村

の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
合
併
の
議
論
も
あ
り
ま
し

た
が
、
他
町
が
意
識
調
査
の
結
果
で
上
田
市
と
の

合
併
協
議
を
選
択
し
た
た
め
な
く
な
り
ま
し
た
。

一
方
の
北
御
牧
村
で
は
ご
み
処
理
な
ど
の
共
同
事

務
を
進
め
て
い
た
３
町
村
で
の
合
併
の
検
討
も
し

て
い
ま
し
た
が
、
佐
久
市
へ
の
合
併
を
選
択
し
た

村
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
北
佐
久
郡
下
の
町
村
に
よ

る
合
併
が
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
も
そ
も
、
当
時
の
両
町
村
の
首
長
は
と
も

に
、
国
が
進
め
る
10
万
人
を
超
え
る
規
模
へ
の
合

併
よ
り
も
、
市
民
の
声
が
行
政
に
届
き
、
個
性
的

な
地
域
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
る
規
模
の
合
併
を
目

指
す
べ
き
と
い
う
考
え
方
が
あ
っ
た
た
め
、
日
常

生
活
圏
域
の
重
な
り
の
大
き
い
東
部
町
と
北
御
牧

村
の
合
併
協
議
が
現
実
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
合
併
の
必
要
性
や
合
併
に
関
す
る
経

過
は
、
両
町
村
に
お
い
て
は
広
報
、
住
民
懇
談
会

な
ど
に
よ
り
住
民
に
情
報
提
供
や
説
明
が
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
経
過
を
踏
ま
え
、
平
成
14
年
６
月

か
ら
７
月
に
両
町
村
で
は
住
民
の
意
向
を
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
把
握
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
北
御
牧
村
で
は
、
合
併
の
推
進
が
64
％
で
、

合
併
相
手
に
は
78
％
が
東
部
町
を
選
択
し
ま
し

た
。
ま
た
東
部
町
で
は
、
合
併
賛
成
が
53
％
で
、

東
部
町
の
個
性
や
文
化
が
生
か
せ
る
近
隣
市
町
村

と
の
合
併
を
望
む
声
が
66
％
と
い
う
結
果
か
ら
、

両
町
村
の
合
併
協
議
を
進
め
る
べ
き
と
の
機
運
が

急
速
に
高
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
平
成
14
年
９
月

に
「
平
成
16
年
３
月
ま
で
の
市
昇
格
合
併
を
目
指

す
」｢

新
設
合
併
と
し
、
新
市
の
名
称
に
つ
い
て

は
公
募
と
す
る｣｢

情
報
公
開
の
も
と
、
住
民
一

人
ひ
と
り
が
真
の
豊
か
さ
を
実
感
で
き
、
夢
と
希

望
の
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
に
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
む｣

の
３
項
目
を
踏
ま
え
て
、
合
併
協
議
会
を

設
置
し
ま
し
た
。
こ
の
合
併
協
議
会
は
、
任
意
の

協
議
会
を
経
な
い
で
直
接
法
定
合
併
協
議
会
を
設

置
し
た
と
い
う
、
全
国
で
も
あ
ま
り
例
の
な
い
短

期
間
で
の
合
併
手
順
で
し
た
。

東と
う
み御
市（
長
野
県
）

小
さ
く
と
も
キ
ラ
リ
と
光
る

元
気
な
ま
ち
づ
く
り

合
併
協
議
に
お
け
る
工
夫

　

合
併
協
議
会
へ
の
提
案
に
あ
た
っ
て
は
、
協
議

会
事
務
局
が
一
括
提
案
、
説
明
す
る
協
議
会
が
多

い
よ
う
で
す
が
、
協
定
項
目
の
う
ち
所
管
が
明
確

な
も
の
や
事
務
事
業
に
つ
い
て
は
す
べ
て
業
務

単
位
に
よ
り
設
置
し
た
22
分
科
会
の
会
長
（
係
長

級
）
が
提
案
説
明
に
あ
た
り
ま
し
た
。
分
科
会
長

に
と
っ
て
は
議
会
の
一
般
質
問
に
答
弁
す
る
よ
う

で
大
変
な
役
目
で
し
た
が
、
合
併
協
議
を
自
ら
の

課
題
と
し
て
と
ら
え
る
絶
好
の
機
会
と
も
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
合
併
協
議
に
お
い
て
実
際
の
事
務
調
整

を
行
う
の
は
一
般
の
職
員
で
あ
り
、
全
職
員
の
理

解
な
し
に
合
併
は
完
結
せ
ず
、
ま
た
合
併
後
に
お

い
て
も
前
向
き
な
対
応
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
る
た
め
、
す
べ
て
の
職
員
に
合
併
協
議

へ
の
参
加
意
識
を
共
有
し
て
も
ら
い
、
情
報
の
周

知
や
共
有
、
研
修
会
な
ど
は
積
極
的
に
実
施
し
ま

し
た
。

合
併
の
検
証

　

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
を
「
さ
わ
や

か
な
風
と
出
会
い
の
元
気
発
信
都
市
」
と
し
て
位

置
付
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
が
、
市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
も
次
第
に
定
着
し
、
市
内
各
地
で
さ

ま
ざ
ま
な
地
域
活
動
や
交
流
活
動
が
広
が
り
、
自

ら
の
町
は
自
分
た
ち
が
つ
く
る
と
い
う
意
識
が
浸

透
し
つ
つ
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
同
時
に
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
に

伴
う
定
住
人
口
の
確
保
対
策
や
総
合
的
な
子
育
て

支
援
の
体
制
づ
く
り
、
新
規
就
農
者
の
育
成
支
援

な
ど
、本
市
を
取
り
巻
く
状
況
や
課
題
、住
民
ニ
ー

ズ
も
時
代
と
と
も
に
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

健
全
な
財
政
運
営
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
市

民
、
職
員
の
英
知
を
結
集
し
て
諸
課
題
に
柔
軟
に

対
応
し
、
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

新
し
い
ま
ち
づ
く
り

　

新
市
発
足
か
ら
５
年
が
経
過
し
、
基
本
理
念
の

実
現
に
向
け
た
新
た
な
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
出
す
た

め
、
市
の
後
期
基
本
計
画
（
平
成
21
年
〜
25
年
）

に
お
い
て
は
、
次
の
と
お
り
重
点
施
策
の
基
本
方

向
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

①
「
４
万
人
が
暮
ら
す
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
」

　

・
豊
か
な
自
然
、
歴
史
・
文
化
資
源
を
提
供
で

き
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
の
作
成

　

・
新
規
就
農
支
援
の
実
績
を
踏
ま
え
、
新
た
な

地
場
産
業（
ワ
イ
ナ
リ
ー
な
ど
）の
環
境
整
備

　

・
企
業
誘
致
、商
工
業
の
活
性
化
で
雇
用
の
場
を

確
保
し
Ｕ
タ
ー
ン
、Ｉ
タ
ー
ン
移
住
者
の
増
加

②
「
安
心
・
安
全
・
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
」

　

・
市
民
病
院
へ
の
院
内
助
産
所
の
設
置
、
小
児

科
の
充
実

　

・
健
康
づ
く
り
と
食
文
化
継
承
の
た
め
の
食
育

の
推
進

　

・
子
育
て
や
高
齢
者
な
ど
の
支
援
の
た
め
の
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
の
再
生

③「
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
」

　

・
小
学
校
区
（
昭
和
の
大
合
併
以
前
の
旧
村
）

を
単
位
と
し
た
地
域
づ
く
り
の
促
進

　

・
地
域
特
性
を
発
揮
し
た
協
働
事
業
の
検
討

　

以
上
の
３
点
を
政
策
展
開
の
柱
と
し
て
成
果
を

重
視
し
、
具
体
的
な
事
業
計
画
を
組
み
立
て
な
が

ら
、
市
民
一
体
で
、
小
さ
く
と
も
キ
ラ
リ
と
光
る

元
気
な
東
御
市
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

市町村合併への歩みと未来展望
隔 月 掲 載

合 併 の 経 緯

東御市
面積　112.30 ㎢／人口 31,800 人

平成14年	 9月 東部町・北御牧村合併
協議会を設置

平成14年	 9月
長野県知事が両町村を
市町村合併重点支援地
域に指定

平成14年	10月 合併協議会第1回会議
（〜第21回）

平成15年	 3月 町村合併集落懇談会を
開催（〜4月）

平成16年	 4月 新「東御市」誕生

平成15年	 8月 合併協定書調印

平成14年	 8月
東部町・北御牧村合併
協議会設立準備会の設
置に関する合意調印
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東御市長

　岡利夫

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、人口は「住民基本台帳」による。

長野市

旧東部町
旧北御牧村



東
海
道
五
十
三
次

「
ど
ま
ん
中
の
宿
場
町
」
ふ
く
ろ
い

　

平
成
17
年
４
月
１
日
、旧
袋
井
市
と
旧
浅
羽
町
が

合
併
し
、新
た
な
袋
井
市
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

袋
井
市
は
、
静
岡
県
西
部
に
位
置
し
、
温
暖
な

気
候
と
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
田
園
都
市
で

す
。
東
海
道
五
十
三
次
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
る

な
ど
、
古
く
か
ら
交
通
の
要
衝
で
あ
り
ま
し
た
。

現
在
で
も
東
名
高
速
道
路
、
国
道
１
号
線
、
東
海

道
新
幹
線
、
東
海
道
本
線
な
ど
の
主
要
交
通
が
ま

ち
を
東
西
に
横
断
す
る
な
ど
交
通
の
利
便
性
が
高

く
、
農
業
・
工
業
・
商
業
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
発
展

を
続
け
て
い
ま
す
。

　

県
内
外
か
ら
多
く
の
参
拝
客
を
集
め
る
法
多

山
、
可
睡
斎
、
油
山
寺
の
「
遠
州
三
山
」、
サ
ー

フ
ァ
ー
や
釣
り
人
で
に
ぎ
わ
う
「
同
笠
海
岸
」、

年
間
を
通
じ
て
数
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
る
小

笠
山
総
合
運
動
公
園
「
エ
コ
パ
」
な
ど
幅
広
い
観

光
資
源
を
擁
し
、
多
く
の
人
が
集
う
ま
ち
と
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
発
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

恵
ま
れ
た
地
勢
と
若
い
活
力
を
大
切
に
し
、
人

も
ま
ち
も
環
境
も
健
や
か
に
調
和
し
て
伸
び
ゆ
く

「
日
本
一
健
康
文
化
都
市
」
を
目
指
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

合
併
の
背
景

　

合
併
を
し
て
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
か
う
選

択
を
し
た
背
景
に
は
、
地
方
分
権
時
代
に
お
い
て

主
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
適
正
な
規
模
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
と
い
う
強
い
認
識
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
旧
袋
井
市
と
旧
浅
羽
町
は
生
活
圏
を
共

有
し
て
い
た
と
い
う
点
で
、
市
民
生
活
に
お
い
て

は
市
町
の
区
分
が
実
質
的
に
は
そ
れ
ほ
ど
の
重
要

性
は
な
く
、
合
併
に
よ
っ
て
生
活
圏
と
行
政
区
分

と
を
合
致
さ
せ
る
方
が
む
し
ろ
自
然
で
あ
っ
た
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

合
併
協
議

　

当
初
の
合
併
の
枠
組
み
は
旧
袋
井
市
と
旧
浅
羽

町
の
ほ
か
に
、
市
の
北
隣
に
位
置
す
る
森
町
も
参

加
し
、
１
市
２
町
で
の
協
議
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
。し
か
し
、合
併
協
議
書
調
印
後
の
住
民
投
票

の
結
果
に
よ
り
、
森
町
議
会
に
お
い
て
合
併
議
案

が
否
決
さ
れ
合
併
の
枠
組
み
か
ら
森
町
が
離
脱
す

る
と
い
う
事
態
を
迎
え
ま
し
た
。
太
田
川
と
い
う

一
つ
の
川
の
流
域
全
体
が
一
つ
の
ま
ち
に
な
り
、

山
と
平
野
と
海
が
そ
ろ
っ
た
地
勢
と
豊
か
な
自
然

が
、新
し
い
ま
ち
の
一
体
感
を
醸
成
す
る
も
の
と
信

じ
て
い
ま
し
た
の
で
、強
い
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

　

し
か
し
、そ
う
い
っ
た
混
乱
の
中
で
も
、
１
市
１

町
の
合
併
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
は
、

合
併
に
よ
っ
て
新
し
い
市
を
つ
く
る
こ
と
が
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
に
と
っ
て
最
良
の
選
択
で
あ
る
と
多
く

の
市
民
や
議
員
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
信
じ
抜
く
こ

と
が
で
き
た
か
ら
だ
と
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

合
併
の
検
証

　

紆う

よ余
曲
折
を
経
て
、
１
市
１
町
に
て
合
併
を
果

た
し
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
し
現
在

５
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。
新
市
の
初
代
市
長
と

し
て
袋
井
市
政
の
か
じ
取
り
を
預
か
り
、
現
在
２

期
目
の
市
政
運
営
に
入
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で

の
間
に
合
併
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
少
し
ず
つ
終
息

し
、
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
メ
リ
ッ
ト
と
課
題
が

明
確
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

メ
リ
ッ
ト
と
し
ま
し
て
は
、
行
政
の
効
率
化
の

進
展
、
専
門
性
を
持
っ
た
職
員
の
養
成
な
ど
の
行

袋ふ
く
ろ
い井
市（
静
岡
県
）

日
本
一
健
康
文
化
都
市
を
目
指
し
て

政
運
営
上
の
質
の
向
上
や
、
種
々
の
合
併
支
援
措

置
を
活
用
し
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
進
展
が
図
ら
れ

た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
な
に
よ
り
誇
る
べ

き
合
併
の
効
果
と
し
て
は
、
各
種
の
ソ
フ
ト
事
業

の
充
実
に
よ
り
、
旧
市
町
の
住
民
間
の
交
流
が
促

進
さ
れ
、
新
し
い
「
ま
ち
」
と
し
て
の
一
体
感
が

醸
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
で
す
。

　

一
例
と
し
て
、本
市
が
実
施
し
て
お
り
ま
す「
グ

リ
ー
ン
ウ
ェ
ー
ブ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
は
、
松
く
い
虫
の
被
害
に
よ
り
甚
大

な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
い
た
旧
浅
羽
町
域
の
海
岸

防
風
林
を
、「
白
砂
青
松
の
再
生
」
を
目
標
に
旧

浅
羽
町
民
の
み
な
ら
ず
、
旧
袋
井
市
民
も
こ
ぞ
っ

て
松
の
植
林
や
下
草
刈
り
を
行
う
な
ど
の
取
り
組

み
で
す
。
こ
の
取
り
組
み
の
結
果
、
赤
々
と
変
色

し
荒
涼
と
し
て
い
た
松
の
防
風
林
が
、
文
字
通
り

青
々
と
し
た
「
波
打
つ
よ
う
な
緑
」
へ
と
生
ま
れ

変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

新
し
い
時
代
に
向
け
て
合
併
と
い
う
選
択
を
し

た
我
々
の
使
命
と
は
、都
市
機
能
の
向
上
や
行
政
経

営
の
効
率
化
な
ど
地
方
分
権
時
代
に
お
け
る
足
腰

の
強
い
地
方
自
治
体
を
つ
く
り
上
げ
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、新・

・

・

・

・

・

・

・

し
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
市

民
活
動
の
芽
が
次
々
と
生
ま
れ
て
く
る
土
壌
を
肥

や
す
こ
と
に
こ
そ
あ
る
も
の
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

合
併
後
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
と

今
後
の
展
望

　

多
く
の
地
方
都
市
が
直
面
す
る
現
代
的
社
会
問

題
と
し
て
地
域
医
療
の
崩
壊
が
顕
在
化
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
を
含
む
静
岡
県
の
中
東
遠
地
区
は
、
人
口

10
万
人
当
た
り
の
医
師
数
が
全
国
平
均
を
大
き
く

下
回
っ
て
お
り
、
県
内
で
も
最
低
水
準
と
な
っ
て

い
ま
す
。
本
市
が
経
営
す
る
袋
井
市
民
病
院
も
、

折
か
ら
の
医
師
不
足
の
た
め
に
診
療
科
目
の
減
少

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
市
民
の
安
心
、
安
全
を
支
え

る
基
盤
が
揺
ら
ご
う
と
し
て
お
り
ま
し
た
。
地
域

医
療
の
基
盤
を
堅
持
し
て
い
く
た
め
に
さ
ま
ざ
ま

な
可
能
性
を
模
索
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
折
し
も

隣
接
す
る
掛
川
市
の
「
掛
川
市
立
総
合
病
院
」
も

同
様
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
、
施
設
の
建
設
時
期

も
ほ
ぼ
同
年
代
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
国
的
に
も

例
が
な
い
自
治
体
間
の
公
立
病
院
の
統
合
協
議
に

踏
み
出
す
こ
と
を
選
択
し
ま
し
た
。

　

数
々
の
課
題
を
乗
り
越
え
て
、
公
立
病
院
統
合

の
合
意
が
で
き
た
背
景
に
は
、
両
市
と
も
に
平
成

17
年
度
に
合
併
を
果
た
し
て
い
た
経
験
が
大
き
く

影
響
し
て
い
る
と
分
析
し
て
お
り
ま
す
。

　

地
域
の
課
題
に
対
し
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
係

者
が
知
恵
を
持
ち
寄
っ
て
望
ま
し
い
将
来
像
に
つ

い
て
協
議
を
重
ね
る
こ
と
で
乗
り
越
え
ら
れ
る
と

い
う
経
験
が
今
回
の
病
院
統
合
協
議
に
も
発
揮
さ

れ
て
い
る
も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
、

こ
う
し
た
市
民
の
力
を
得
な
が
ら
、全
国
に
誇
れ

る
公
立
病
院
の
統
合
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
全
力
を

傾
注
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

地
方
分
権
社
会
が
進
む
社
会
情
勢
に
お
い
て
、

自
ら
考
え
て
行
動
し
、
責
任
を
持
つ
と
い
う
自
立

し
た
「
ま
ち
」
と
な
る
た
め
に
、
今
後
も
市
民
力

と
行
政
力
の
双
方
を
高
め
合
い
、
豊
か
な
地
域
力

を
備
え
た
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
市
政
運
営

に
全
力
を
も
っ
て
あ
た
り
、「
人
も
自
然
も
美
し

く
活
力
あ
ふ
れ
る
日
本
一
健
康
文
化
都
市
」
の
実

現
を
目
指
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

市町村合併への歩みと未来展望
合 併 の 経 緯

袋井市
面積　108.56 ㎢／人口 87,117 人

平成15年	 6月 袋井市・森町・浅羽町合併協議
会を設置

平成16年	 5月 1市2町による合併協定書に調印

平成16年	 8月
森町において合併の賛否を問う住
民投票が実施され、合併反対票が
多数となる

平成16年	 9月
森町議会が合併関連議案を否決
森町が合併協議会から脱退
袋井市・浅羽町合併協議会を設置

平成17年	 4月 新「袋井市」誕生

平成17年	 1月 袋井市・浅羽町の臨時議会にて
合併関連議案を可決

隔 月 掲 載

平成14年	12月 袋井市・森町・浅羽町合併準備
会の発足

平成14年	 5月 袋井市・森町・浅羽町合併研究
会の発足

　　OCTOBER	2009	市政 38市政	OCTOBER	200939

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、人口は「住民基本台帳」による。

袋井市長

原田英之

静岡市
旧袋井市

旧浅羽町



新
市
「
東
温
市
」
誕
生

　

わ
が
「
東
温
市
」
は
、
平
成
16
年
９
月
21
日
、

旧
温
泉
郡
の
重
信
町
と
川
内
町
の
２
町
合
併
に
よ

り
誕
生
し
ま
し
た
。

　

本
市
は
、
愛
媛
県
の
ほ
ぼ
中
央
、
道
後
平
野
の

東
端
に
位
置
し
、県
庁
所
在
地
の
松
山
市
に
隣
接
。

東
は
西
条
市
、
南
は
久
万
高
原
町
、
北
は
今
治
市

に
隣
接
し
、海
岸
線
を
持
た
な
い
田
園
都
市
で
す
。

総
面
積
２
１
１
・
45
㎢
、
人
口
約
３
万
５
千
人
、

松
山
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
発
展
し
て
お
り

ま
す
。
県
内
で
も
数
少
な
い
人
口
増
加
の
市
町
の

１
つ
で
あ
り
、
活
力
に
満
ち
た
「
ま
ち
」
で
す
。

　

合
併
協
議
に
当
た
っ
て
は
、
行
政
組
織
機
構
の

ス
リ
ム
化
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
向
上
を
目
指

す
一
方
、
合
併
に
よ
る
地
域
間
の
平
準
化
、
公
平

化
に
配
慮
す
る
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
た
中
で
、

住
民
の
意
向
を
最
大
限
尊
重
し
つ
つ
、
合
併
の
方

式
を
対
等
合
併
と
す
る
と
と
も
に
、
３
万
人
市
制

特
例
を
適
用
す
る
こ
と
を
合
併
の
前
提
条
件
と
し

て
協
議
し
、
53
項
目
に
及
ぶ
合
併
協
定
項
目
を
締

結
し
ま
し
た
。

　

新
市
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
古
く
は
松
山
市
の

一
部
を
含
む
「
温
泉
郡
」
の
東
部
に
あ
た
り
、
地

理
的
、
歴
史
的
に
も
市
民
に
と
っ
て
馴
染
み
の
深

い
地
名
で
あ
り
、
公
募
の
結
果
「
東
温
市
」
に
決

定
し
ま
し
た
。

　

特
に
、
議
会
議
員
の
定
数
お
よ
び
任
期
に
つ
い

て
は
合
併
特
例
法
を
適
用
す
る
こ
と
な
く
、
定
数

24
（
現
在
は
18
）、
選
挙
区
は
設
け
な
い
こ
と
で

設
置
選
挙
と
す
る
な
ど
議
会
の
自
主
的
か
つ
良
識

あ
る
決
断
は
、
市
民
に
と
っ
て
も
大
い
に
評
価
さ

れ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

合
併
後
の
取
り
組
み

　

わ
が
愛
媛
県
で
は
、
平
成
の
大
合
併
に
よ
り
30

年
近
く
続
い
て
い
た
70
市
町
村
が
、
一
挙
に
20
市

町
に
再
編
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
は
、
平
成
16
年
11
月
に
東
温
市
初
代
の
市
長

と
し
て
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

就
任
以
来
、「
小
さ
く
て
も
キ
ラ
リ
と
光
る
、

住
ん
で
み
た
い
、住
ん
で
よ
か
っ
た
ま
ち
づ
く
り
」

を
市
政
運
営
の
基
本
姿
勢
と
し
て
、
市
民
の
目
線

に
立
っ
た
施
策
の
展
開
を
図
る
な
ど
「
新
し
い
ま

ち
・
東
温
市
」
の
建
設
に
向
け
た
基
礎
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

合
併
に
あ
た
り
最
大
の
目
標
と
し
た
の
が
、
均

衡
あ
る
地
域
の
発
展
に
力
を
注
ぐ
こ
と
で
す
。
過

疎
化
が
懸
念
さ
れ
る
川
内
地
区
に
「
統
合
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
」
の
建
設
を
は
じ
め
、「
児
童
館
」

を
新
設
す
る
と
と
も
に
、「
統
合
簡
易
水
道
事
業
」

に
着
手
す
る
な
ど
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
重
点
的
に
配

分
し
、
合
併
に
よ
る
地
域
格
差
解
消
に
力
を
注
ぎ

ま
し
た
。

　

次
に
財
政
の
効
率
化
に
つ
い
て
は
、
財
源
移
譲

が
進
ま
な
い
中
、
ま
ず
、
就
任
直
後
に
取
り
組
ん

だ
の
は
、「
収
入
役
の
廃
止
」
で
あ
り
ま
し
た
。

県
下
の
市
の
中
で
一
番
早
く
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
退
職

者
の
お
お
む
ね
２
分
の
１
補
充
に
よ
る
職
員
数
の

削
減
、
補
助
金
の
見
直
し
な
ど
、
行
政
コ
ス
ト
を

削
減
し
な
が
ら
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
維
持
に

最
善
の
努
力
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

特
に
、
時
代
の
要
請
と
と
も
に
、
新
し
い
行
政

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、「
新
エ
ネ
推
進
室
」「
危

機
管
理
室
」「
子
育
て
支
援
室
」
な
ど
の
創
設
を

図
る
と
と
も
に
、
課
の
統
廃
合
に
よ
る
人
員
の
適

正
確
保
を
図
っ
て
い
ま
す
。

東と
う
お
ん温
市（
愛
媛
県
）

21
世
紀
は「
創
造
と
挑
戦
」の
時
代
で
あ
る

〜
座
し
て
事
に
あ
た
ら
ず
〜

　

一
方
、市
政
と
市
民
の
方
向
が
一
致
し
て
こ
そ
、

東
温
市
自
身
の
発
展
に
つ
な
が
る
も
の
と
思
い
、

「
市
政
懇
談
会
」
や
「
出
前
講
座
」
を
通
じ
て
市

政
に
対
す
る
要
望
な
ど
、
市
民
の
生
の
声
を
各
種

の
行
政
施
策
に
反
映
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま

す
。

新
市
の
特
性
と
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

　

新
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
合
併
し
た
ま
ち
の
特

性
を
生
か
す
こ
と
が
重
要
で
あ
り
「
い
の
ち
輝
き

緑
あ
ふ
れ
る
東
温
市
」
の
創
造
を
目
指
し
て
、
旧

２
町
の
特
性
を
生
か
し
、
よ
り
大
き
な
魅
力
を
創

造
す
る
「
市
民
と
の
協
働
」
の
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
平
成
19
年
８
月
号
の
週
刊
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
に
「
安
心
し
て
住
め
る
街
、
全
国
８
０
５

都
市
ラ
ン
キ
ン
グ
」
が
発
表
さ
れ
、
わ
が
東
温
市

は
全
国
８
０
５
都
市
中
、ベ
ス
ト
20
位
。
さ
ら
に
、

同
年
10
月
号
の
月
刊
「
現
代
」
の
「
団
塊
が
住
み

や
す
い
街
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
は
全
国
第
４
位
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
要
因
と
し
て
、
本
市
に
は
愛
媛
大
学
医
学

部
や
愛
媛
病
院
の
ほ
か
、
数
多
く
の
開
業
医
院
、

福
祉
施
設
が
あ
り
ま
す
。
四
国
が
ん
セ
ン
タ
ー
も

本
市
に
隣
接
す
る
環
境
に
移
転
、
開
設
さ
れ
る
な

ど
、
ま
さ
に
、
県
下
医
療
分
野
の
最
先
端
技
術
と

中
枢
機
関
、
す
べ
て
の
診
療
科
が
集
積
し
、
人
口

１
万
人
当
た
り
の
医
師
数
が
全
国
１
位
と
い
う
、

全
国
に
も
類
を
見
な
い
「
医
療
と
福
祉
の
ま
ち
」

で
あ
る
と
誇
り
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、「
富
裕
度
」
で
は
、
ま
だ
ま
だ
下
位

に
甘
ん
じ
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。
豊
か
さ
を
実

感
す
る
に
は
産
業
の
活
性
化
が
不
可
欠
で
あ
り
ま

す
。
自
治
体
の
財
源
が
先
細
り
し
て
行
く
中
、
新

た
な
財
源
確
保
の
方
策
と
し
て
、
私
は
、
か
つ
て

「
企
業
誘
致
」
と
い
わ
れ
た
手
法
を
「
頭
脳
誘
致
」

と
命
名
し
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
私
の
人
脈
を

使
い
、
地
域
の
大
学
や
研
究
機
関
と
情
報
交
換
し

な
が
ら
試
験
・
研
究
機
関
や
関
連
施
設
の
誘
致
、

優
秀
な
人
材
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、地
産
地
消
な
ら
ぬ「
地
産
智・

・商
」と
も
い

う
べ
き
手
法
で
、
農
産
物
に
付
加
価
値
を
付
け
て

「
東
温
ブ
ラ
ン
ド
」を
確
立
し
、全
国
へ
発
信
す
る

な
ど
、地
元
企
業
を
育
て
、企
業
発
展
の
手
助
け
に

な
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
に
日
々
励
ん
で
い
ま
す
。

結
び
に

　

地
方
経
済
の
停
滞
が
続
く
中
、
首
長
が
「
座
し

て
こ
と
に
あ
た
る
」
時
代
で
は
な
い
と
痛
感
し
て

お
り
ま
す
。

　

地
域
間
競
争
が
激
し
さ
を
増
す
中
、
今
、
地
方

の
ト
ッ
プ
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
新
し
い
発
想
の

政
策
と
、
そ
の
政
策
を
自
ら
の
足
と
力
で
推
進
す

る
行
動
力
だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

21
世
紀
は「
創
造
と
挑
戦
」の
時
代
で
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
信
念
を
胸
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

協
働
の
下
に
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
さ
ら
に
ま

い
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

な
お
、
東
温
市
に
は
、
西
日
本
唯
一
の
施
設
が

２
つ
あ
り
ま
す
。
１
つ
は
、
常
設
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

劇
場「
坊
っ
ち
ゃ
ん
劇
場
」、も
う
1
つ
は
、ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
輩
出
し
た
「
ア
ク

ロ
ス
重
信
」
で
す
。
年
間
を
通
じ
て
ス
キ
ー
、
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
東
温

市
に
是
非
一
度
お
越
し
下
さ
い
。

市町村合併への歩みと未来展望
合 併 の 経 緯

東温市
面積　211.45 ㎢／人口 34,701 人（合併時）

平成16年	 3月
重信町・川内町合併協定書
調印式を挙行。重信町議会、
川内町議会が廃置分合等合
併関連議案を可決

平成16年	 6月
愛媛県議会は廃置分合議案
を可決。県知事から総務省
へ届出

平成16年	 9月
合併特例法に基づく市制施
行により東温市発足。開庁
式開催

平成16年	 7月 総務大臣による廃置分合の
告示。（総務省告示第516号）

隔 月 掲 載

平成15年	 3月 法定協議会「重信町川内町合
併協議会」を設置

平成14年	 7月
任意協議会「重信町川内町合
併協議会」を設置。愛媛県か
ら合併重点支援地域指定を
受ける

　　OCTOBER	2009	市政 40市政	OCTOBER	200941

東温市長

髙須賀　功

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、人口は「住民基本台帳」による。

松山市

旧川内町

旧重信町
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国
境
の
山
々
な
ど
は
、
関
西
か
ら
夜
行
列
車
で

や
っ
て
く
る
ス
キ
ー
ヤ
ー
が
ス
キ
ー
と
リ
ュ
ッ

ク
を
担
い
で
、
あ
る
い
は
シ
ー
ル
を
つ
け
て

４
、５
時
間
山
を
登
っ
て
ス
キ
ー
で
下
り
て
く

る
、
そ
の
よ
う
な
山
ス
キ
ー
の
人
気
コ
ー
ス
で

し
た
。

ス
キ
ー
の
楽
し
み
、

そ
し
て
三
浦
雄
一
郎
さ
ん
と
の
出
会
い

　

私
の
ス
キ
ー
の
原
点
は
こ
の
よ
う
に
自
然
の

山
を
滑
り
ま
く
る
こ
と
な
の
で
、
今
で
も
整
備

さ
れ
た
ゲ
レ
ン
デ
ば
か
り
で
滑
っ
て
い
る
と
無

性
に
山
に
入
っ
て
滑
り
た
く
な
り
ま
す
。

　

３
月
か
ら
４
月
に
か
け
て
ゲ
レ
ン
デ
ス
キ
ー

が
終
わ
る
こ
ろ
、
い
よ
い
よ
春
先
の
山
ス
キ
ー

絶
好
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す
。
未
明
に
硬
く

締
ま
っ
た
雪
の
上
を
リ
ュ
ッ
ク
と
ス
キ
ー
を
担

い
で
登
り
始
め
ま
す
。
こ
の
季
節
は
ど
ん

な
山
で
も
雪
さ
え
あ
れ
ば
登
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
雪
が
タ
ッ
プ
リ
残
っ
て
い
て
、

ふ
も
と
ま
で
ク
ル
マ
で
行
け
る
山
は
絶
好

の
コ
ー
ス
に
な
り
ま
す
。
と
に
か
く
登
っ

て
し
ま
え
ば
後
は
爽
快
な
滑
降
が
楽
し
め

る
こ
と
を
思
え
ば
、
登
り
の
苦
し
み
な
ん

て
軽
い
も
の
で
す
。

　

こ
れ
が
高
じ
て
近
年
の
５
月
連
休
前
後

は
、
毎
年
白
山
か
立
山
で
滑
っ
て
い
ま
す
。

リ
タ
イ
ア
し
た
ら
イ
タ
リ
ア
ア
ル
プ
ス
を

１
週
間
か
け
て
滑
る
ツ
ア
ー
ス
キ
ー
が
夢

で
す
。

　

夢
と
い
え
ば
今
年
の
２
月
に
長
野
県
の

白
馬
で
三
浦
雄
一
郎
さ
ん
と
滑
り
ま
し

た
。
75
歳
で
エ
ベ
レ
ス
ト
に
登
頂
し
た
あ

の
冒
険
ス
キ
ー
ヤ
ー
の
三
浦
さ
ん
で
す
。

　

そ
れ
が
ご
縁
で
10
月
17
日
に
勝
山
市
で

講
演
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

近
く
の
白
山
に
ぜ
ひ
登
り
た
い
と
い
う
三
浦

さ
ん
の
希
望
も
あ
っ
て
、
な
ん
と
奥
様
、
娘
の

恵
美
里
さ
ん
、
息
子
の
雄
大
さ
ん
、
豪
太
さ
ん

と
そ
の
奥
様
と
お
孫
さ
ん
た
ち
総
勢
10
人
の
三

浦
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
勝
山
に
や
っ
て
く
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
。

　

い
ま
や
中
高
年
に
夢
を
与
え
続
け
る
三
浦
さ

ん
を
目
標
に
、
ま
だ
ま
だ
冒
険
心
を
失
わ
ず
に

ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
に
毎
日
を
生
き
よ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。

は
じ
め
に

　

私
の
ま
ち
福
井
県
勝
山
市
に
は
誇
る
べ
き
も

の
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
日
本
一
の
恐
竜
発
掘

地
と
「
県
立
恐
竜
博
物
館
」、
中
世
最
大
規
模
の

宗
教
都
市
の
史
跡
整
備
が
進
む「
白
山
平
泉
寺
」、

清
大
寺「
越
前
大
仏
」、
近
代
化
産
業
遺
産「
は
た

や
記
念
館
ゆ
め
お
ー
れ
勝
山
」、
そ
し
て
西
日
本

一
の
規
模
を
誇
る
通
年
型
リ
ゾ
ー
ト
「
ス
キ
ー

ジ
ャ
ム
勝
山
」。

　

最
初
か
ら
お
国
自
慢
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
お
話
し
た
い
の
は
ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
勝
山

に
象
徴
さ
れ
る
ス
キ
ー
に
つ
い
て
で
す
。

マ
イ
ゲ
レ
ン
デ

　

ス
キ
ー
は
今
や
私
の
人
生
の
一
部
で
す
。
冬

の
シ
ー
ズ
ン
の
休
日
に
は
、
午
前
中
だ
け
で
も

自
分
の
時
間
が
あ
れ
ば
、
ク
ル
マ
で
15
分
の
法

恩
寺
山
に
あ
る
「
ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
勝
山
」
に
滑
り

に
行
き
ま
す
。

　

特
に
爽そ
う
か
い快
な
の
は
、
早
朝
の
ス
キ
ー
で
す
。

午
前
７
時
に
家
を
出
れ
ば
朝
一
番
の
リ
フ
ト
に

乗
れ
ま
す
。
頂
上
近
く
、
標
高
１
３
2
０
m
の

終
点
か
ら
６
０
０
m
の
ベ
ー
ス
ま
で
約
４
・
8

㎞
の
コ
ー
ス
は
前
夜
に
圧
雪
車
で
完
璧
に
整
備

さ
れ
て
お
り
、
誰
も
滑
っ
て
い
な
い
広
大
な
ゲ

レ
ン
デ
が
目
の
前
に
広
が
り
ま
す
。
ま
る
で
自

分
ひ
と
り
の
た
め
に
整
備
さ
れ
た
よ
う
な
コ
ー

ス
を
霧
氷
に
き
ら
め
く
林
を
抜
け
て
、
シ
ュ

プ
ー
ル
を
残
し
て
滑
る
爽
快
さ
は
言
葉
に
言
い

表
せ
ま
せ
ん
。

　

早
朝
の
約
１
時
間
は
ま
だ
客
が
少
な

く
、
マ
イ
ゲ
レ
ン
デ
の
状
態
で
す
。
滑
り

降
り
た
ら
す
ぐ
に
リ
フ
ト
に
乗
っ
て
登
っ

て
ま
た
滑
る
。
そ
の
繰
り
返
し
の
ピ
ス
ト

ン
が
10
回
ほ
ど
に
な
る
こ
ろ
、
次
第
に
ゲ

レ
ン
デ
が
混
ん
で
く
る
の
で
そ
ろ
そ
ろ
下

り
始
め
ま
す
。
帰
り
に
市
営
の
温
泉
施
設

「
水
芭
蕉
」
で
温
泉
に
つ
か
っ
て
自
宅
に
着

く
と
、
ち
ょ
う
ど
お
昼
に
間
に
合
う
こ
ろ

で
す
。

ス
キ
ー
の
原
点

　

本
格
的
に
ス
キ
ー
を
始
め
た
の
は
、
小

学
３
年
生
の
こ
ろ
で
す
。
戦
前
、
東
京
に

住
ん
で
い
た
父
が
若
い
こ
ろ
、
ス
キ
ー
に
よ
く

出
か
け
て
い
た
よ
う
で
す
。
勝
山
に
帰
っ
て
き

て
結
婚
し
、
私
が
生
ま
れ
た
の
で
す
が
、
ど
う

も
私
の
成
長
を
見
な
が
ら
ス
キ
ー
に
連
れ
出
す

時
期
を
見
計
ら
っ
て
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

あ
る
冬
の
朝
、
私
が
起
き
る
と
、
唐
突
に
父

が
「
今
日
は
、
ス
キ
ー
に
行
く
ぞ
」
と
言
い
、
目

の
前
に
は
す
べ
て
新
品
の
子
供
用
ス
キ
ー
靴
と

カ
ン
ダ
ハ
ー
（
締
め
具
の
名
前
）
の
付
い
た
ス

キ
ー
と
ス
ト
ッ
ク
、
そ
し
て
防
寒
帽
と
ヤ
ッ
ケ
、

子
供
用
の
雪
め
が
ね（
そ
の
こ
ろ
の
サ
ン
グ
ラ
ス

の
こ
と
）ま
で
そ
ろ
え
て
あ
っ
た
の
で
す
。

　

そ
の
記
念
す
べ
き
日
か
ら
、
冬
の
日
曜
日
は

ほ
と
ん
ど
父
は
私
を
ス
キ
ー
に
連
れ
出
し
ま
し

た
。
し
か
し
当
時
昭
和
20
年
代
の
後
半
で
は
、

か
ろ
う
じ
て
ス
キ
ー
場
と
呼
べ
る
も
の
は
ひ
と

つ
し
か
な
く
、
も
ち
ろ
ん
リ
フ
ト
な
ど
は
な
く

て
、
近
く
で
バ
ス
を
降
り
て
も
３
㎞
も
４
㎞
も

歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
着
い
た
ら
リ
ュ
ッ
ク

サ
ッ
ク
に
入
れ
て
き
た
母
が
つ
く
っ
て
く
れ
た

お
に
ぎ
り
を
食
べ
て
、
帰
り
道
を
滑
っ
て
帰
る
。

そ
れ
が
当
時
の
ス
キ
ー
で
し
た
。
し
か
し
振
り

返
っ
て
み
れ
ば
懐
か
し
い
楽
し
い
思
い
出
ば
か

り
で
す
。

　

30
年
代
に
な
る
と
、
勝
山
周
辺
の
山
で
ス

キ
ー
が
で
き
そ
う
な
と
こ
ろ
を
見
つ
け
て
、
父

や
そ
の
仲
間
た
ち
と
滑
っ
て
い
ま
し
た
。
雁
が

原
は
そ
の
後
ス
キ
ー
場
に
な
り
ゲ
レ
ン
デ
ス

キ
ー
ヤ
ー
で
に
ぎ
わ
い
、
ま
た
、
ス
キ
ー
ジ
ャ

ム
に
な
る
前
の
法
恩
寺
山
や
石
川
県
境
の
加
越

三浦雄一郎氏と（平成21年2月白馬にて）

父と共に（昭和29年冬）

SKI IS MY LIFE
勝
かつやま

山市長（福井県）　山岸正裕
Masahiro Yamagishi

5月の白山を滑る　正面は別山（平成18年5月）



「
く
ろ
ま
い
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
こ
の

黒
米
は
、
地
元
の
拓
殖
大
学
北
海
道
短

期
大
学
が
10
有
余
年
の
歳
月
を
か
け
て

品
種
改
良
を
行
っ
た
も
の
で
す
。
ポ
リ

フ
ェ
ノ
ー
ル
の
一
つ
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン

を
含
み
、
血
糖
値
を
下
げ
る
な
ど
の
効

果
が
期
待
さ
れ
、
ま
ち
お
こ
し
団
体
と

共
に
商
品
開
発
を
進
め
て
お
り
、
現
在

で
は
19
社
51
品
目
ま
で
広
が
っ
て
い
ま

す
。

は
、
こ
れ
ぐ
ら
い
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
必

要
と
考
え
、
現
在
で
は
そ
ば
ク
レ
ー
プ

が
地
元
レ
ス
ト
ラ
ン
の
定
番
メ
ニ
ュ
ー

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
黒
米
で
す
。
深
川
は

北
海
道
唯
一
の
黒
米
品
種「
き
た
の
む
ら

さ
き
」の
発
祥
地
で
す
。
玄
米
の
皮
に
赤

や
紫
な
ど
の
色
素
を
含
み
、
一
般
的
に

は
紫
黒
米
と
か
赤
米
、
あ
る
い
は
古
代

米
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
本
市
で
は

地
域
経
済
活
性
化
計
画
」の
三
つ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
広
く
市

民
の
参
画
を
得
て
「
ふ
か
が
わ
元
気
会

議
」を
設
立
、
部
会
と
し
て
中
心
市
街
地

活
性
化
部
会
・
移
住
定
住
促
進
部
会
・

地
域
産
業
活
性
化
部
会
の
３
つ
を
立
ち

上
げ
、
知
恵
と
ア
イ
デ
ア
に
富
ん
だ
事

業
の
企
画
・
運
営
を
進
め
て
い
ま
す
。

各
部
会
で
は
毎
回
活
発
な
意
見
が
交
わ

さ
れ
、「
ま
ず
は
や
っ
て
み
よ
う
」
を
合

言
葉
に
、
自
ら
行
動
を
起
こ
し
て
い
く

活
動
的
な
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ

で
は
、
地
域
産
業
活
性
化
部
会
の
取
り

組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　

地
域
産
業
活
性
化
部
会
で
は
、
特
産

品
の
開
発
を
目
的
に
地
域
資
源
の
掘
り

起
こ
し
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
ず

初
め
に
、
生
産
量
全
国
第
２
位
の
ソ
バ

と
北
海
道
第
７
位
の
リ
ン
ゴ
で
す
。
私

が
フ
ラ
ン
ス
で
食
し
た
ガ
レ
ッ
ト
と

シ
ー
ド
ル
が
共
通
の
特
産
品
で
あ
る
こ

と
を
ヒ
ン
ト
に
、
そ
ば
ク
レ
ー
プ
と
り

ん
ご
発
泡
酒
造
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

市
内
の
飲
食
店
や
団
体
に
依
頼
し
試
作

を
繰
り
返
し
ま
し
た
が
、
ク
レ
ー
プ
と

い
え
ば
小
麦
粉
、
ワ
イ
ン
は
ブ
ド
ウ
を

イ
メ
ー
ジ
す
る
中
で
、
そ
の
反
応
は
賛

否
両
論
で
し
た
。
し
か
し
、
地
域
の
強

み
と
な
り
得
る
資
源
を
掘
り
起
こ
す
に

マ
レ
ス
ト
ラ
ン

　

ま
た
、
春
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
や
収

穫
時
期
に
合
わ
せ
て
、
深
川
で
採
れ
た

農
産
物
を
味
わ
え
る「
メ
ロ
ン
・
ス
イ
カ

祭
」や「
稔
り
の
秋
収
穫
祭
」な
ど
数
多
く

の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
一
度
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

地
域
資
源
の
掘
り
起
こ
し

　

現
在
、
本
市
で
は
地
域
経
済
の
活
性

化
を
図
る
た
め
、
総
務
省
の「
頑
張
る
地

方
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
活
用
し
、「
に

ぎ
わ
い
の
街
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」「
来

て
み
て
暮
ら
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」「
総
合

位
性
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、「
精
米
体

験
コ
ー
ナ
ー
」で
は
も
み
か
ら
白
米
に
な

る
ま
で
の
行
程
を
見
学
し
、
今い

ま
ず
り
ま
い

摺
米
を

購
入
で
き
る
ほ
か
、
ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム

を
通
し
て
お
米
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

学
習
が
で
き
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
次
の

よ
う
な
機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。

▼
情
報
コ
ー
ナ
ー
：
道
路
・
気
象
状
況

や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
、
食
事
処
な
ど
の
情

報
を
発
信　

▼
農
産
物
直
売
所
：
新
鮮

で
安
全
・
安
心
な
旬
の
農
産
物
を
販
売

▼
特
産
品
販
売
コ
ー
ナ
ー
：
深
川
ブ
ラ

ン
ド
と
し
て
開
発
さ
れ
た
商
品
や
特

産
品
を
販
売　

▼
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
コ
ー

ナ
ー
：
大
お
に
ぎ
り
や
濃
厚
な
ソ
フ
ト

ク
リ
ー
ム
、
牛
乳
な
ど
を
販
売　

▼
レ

ス
ト
ラ
ン
：
お
米
を
主
題
と
し
た
テ
ー

　

本
市
で
は
、
食
料
と
環
境
の
時
代
と

い
わ
れ
る
21
世
紀
に
お
い
て
、
可
能
性

あ
ふ
れ
る
農
業
・
農
村
を
守
り
育
て
る

と
と
も
に
、
地
域
全
体
の
貴
重
な
財
産

と
し
て
、
次
世
代
に
し
っ
か
り
と
引
き

継
い
で
い
く
こ
と
が
極
め
て
重
要
な
こ

と
と
考
え
て
い
ま
す
。

ラ
イ
ス
ラ
ン
ド
ふ
か
が
わ

「
情
報
発
信
基
地
」

　

深
川
の
シ
ン
ボ
ル
・
道
の
駅「
ラ
イ
ス

ラ
ン
ド
ふ
か
が
わ
」は
、
米
の
ま
ち
・
ふ

か
が
わ
の
イ
メ
ー
ジ
を
中
心
に
各
種
情

報
を
発
信
し
な
が
ら
、
通
過
す
る
多
く

の
人
々
を
市
内
に
誘
導
す
る
と
と
も
に
、

深
川
ら
し
さ
を
提
供
す
る
憩
い
の
施
設

と
し
て
、
毎
年
１
０
０
万
人
以
上
の
方

に
来
館
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

深
川
の
大
型
・
近
代
化
農
業
を
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
で
知
る
こ
と
の
で
き
る「
お

米
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」で
は
、
本
市
農
業
の
優

好
成
績
を
収
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
米
の
い
わ
ゆ
る
責
任
産
地
と

し
て
、
さ
ら
な
る
販
売
拡
大
に
向
け
、

私
自
身
、
Ｊ
Ａ
と
共
に
取
引
先
へ
の
消

費
拡
大
の
働
き
掛
け
を
行
う
と
と
も
に
、

深
川
産
米
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
こ
め
ッ
ち
」

の
活
用
や
試
食
会
の
実
施
な
ど
に
よ
り
、

道
内
外
に
お
い
て
深
川
産
米
の
Ｐ
Ｒ
に

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

一
方
で
、
地
元
農
産
物
の
消
費
拡
大

と
と
も
に
、
市
で
推
進
す
る
食
育
の
取

り
組
み
を
着
実
に
展
開
す
る
た
め
、
地

産
地
消
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
は
、
米
価
低
迷
が
続
く
中
、
花
卉

や
野
菜
な
ど
高
収
益
作
物
の
導
入
と
併

せ
て
、
収
益
性
の
高
い
和
牛
の
導
入
・

拡
大
な
ど
に
よ
り
農
家
所
得
の
向
上
を

図
る
こ
と
、
ま
た
環
境
へ
の
配
慮
と

い
っ
た
観
点
か
ら
バ
イ
オ
マ
ス
の
検
討

や
担
い
手
育
成
に
関
す
る
新
た
な
取
り

組
み
な
ど
も
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

米
の
ま
ち
・
ふ
か
が
わ

「
農
業
の
取
り
組
み
」

　

深
川
市
の
基
幹
産
業
は
、
何
と
い
っ

て
も
農
業
で
す
。
農
家
の
皆
さ
ん
は
、

恵
ま
れ
た
土
地
条
件
な
ど
を
生
か
し
、

稲
作
を
中
心
に
畑
作
や
果
樹
、
野
菜
、

花か

き卉
、
酪
農
・
肉
用
牛
と
い
っ
た
多
様

な
作
目
に
取
り
組
ま
れ
、
そ
の
生
産
物

は
多
方
面
か
ら
高
い
評
価
を
頂
い
て
い

ま
す
。
特
に
お
米
は
、
農
業
試
験
場
に

お
け
る
品
種
開
発
や
生
産
者
を
は
じ
め
、

関
係
機
関
・
団
体
に
よ
る
良
質
・
良
食

味
米
の
安
定
生
産
へ
の
取
り
組
み
な
ど

が
鋭
意
進
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
で
、
前

年
は
食
味
が
良
い
と
さ
れ
る
低
タ
ン
パ

ク
米
の
割
合
が
約
８
割
と
過
去
最
高
と

な
り
ま
し
た
。
最
近
の
消
費
者
を
対
象

と
し
た
食
味
官
能
試
験
で
は
、
本
市
で

作
付
け
し
て
い
る
品
種
「
ふ
っ
く
り
ん

こ
」な
ど
が
本
州
の
有
名
銘
柄
を
超
え
る

わが
を
語
る

市

◆ 

面
積　
　

５
２
９
・
23
㎢

◆ 

人
口　
　

２
万
４
１
７
０
人

◆ 

世
帯
数　

１
万
１
３
２
６
世
帯　

〔
将
来
都
市
像
〕「
市
民
と
と
も
に
創
る　

住
み
よ
い
ま
ち　

深
川
」

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
北
海
道
の
ほ
ぼ
中
央
に
位

置
し
、
ま
ち
の
中
心
地
を
石
狩
川
が
流
れ

て
い
る
。
交
通
の
利
便
性
が
良
く
、
豊
か

な
自
然
の
恵
み
と
田
園
景
観
に
囲
ま
れ
た

ま
ち

〔
特
産
品
〕
米
、
ソ
バ
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ね
ば

り
長
イ
モ
、
リ
ン
ゴ
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
、
深

川
そ
ば
め
し
、
深
川
ワ
イ
ン
、
ウ
ロ
コ
ダ

ン
ゴ

〔
観
光
〕
桜
山
公
園
、
丸
山
公
園
カ
タ
ク
リ

群
生
地
、
音
江
連
山
、
道
の
駅
「
ラ
イ
ス

ラ
ン
ド
ふ
か
が
わ
」、
ま
あ
ぶ
オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
場
、
戸
外
炉
（
ト
ト
ロ
）
峠

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
ふ
か
が
わ
氷
雪
ま
つ
り
、
市

民
桜
ま
つ
り
、
ま
あ
ぶ
フ
ェ
ス
タ
、
深
川

し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
祭
り
・
花
火
大
会

キ
ラ
リ
と
光
る
自
信
に
満
ち
た
郷
土
づ
く
り

 
〜
い
つ
も
微
笑
み
な
が
ら
暮
ら
せ
る
マ
チ
を
め
ざ
し
て
〜
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深ふ
か
が
わ川
市（
北
海
道
）

深
川
市
長
　
山
下
貴
史

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

深川産米キャラクターの「こめッち」

1

深川市長

山下貴史

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

オープン6年目で来訪者が600万人を超えた道の駅

深川市

札幌市



ち
（
市
民
力
の
向
上
）」「
人
学
び
あ
え
る

ま
ち（
人
材
の
育
成
）」と
い
う
共
通
理
念

を
掲
げ
、
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
に

ぎ
わ
い
の
創
造
や
職
員
の
地
域
担
当
制

度
に
よ
る
市
民
と
の
触
れ
合
い
、
学
び

を
通
し
て
市
民
が
社
会
参
加
で
き
る
環

境
を
整
え
る
こ
と
が
私
の
責
務
で
す
。

　

住
む
ま
ち
に
、
誇
り
と
自
信
を
持
っ

た
市
民
が
い
る
こ
と
が
一
番
の
財
産
で

す
。
今
後
も
、「
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く

り
」の
原
点
を
見
失
わ
ず
、
元
気
な
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
絶
好
の
機
会
と
と
ら
え
、

市
民
企
画
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、「
ひ
と
・

つ
な
ぐ
・
み
ら
い　

し
ん
じ
ょ
う
再
発

見
!!
」を
テ
ー
マ
に
記
念
式
典
や
多
彩
な

イ
ベ
ン
ト
を
市
民
と
一
緒
に
な
っ
て
開

催
し
た
こ
と
で
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

の
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

１
０
０
年
に
一
度
の
経
済
不
況
と
い

わ
れ
る
中
、
企
業
の
撤
退
な
ど
厳
し
い

状
況
も
あ
り
ま
す
が
、「
人
行
き
か
う
ま

ち
（
経
済
の
活
性
化
）」「
人
ふ
れ
あ
う
ま

出
前
し
ま
し
た
。
ア
マ
チ
ュ
ア
の「
新
庄

そ
ば
工
房
」の
打
ち
手
が
、
六
角
橋
商
店

街
の
一
角
で
そ
ば
打
ち
を
披
露
し
な
が

ら
１
５
０
円
で
提
供
し
た
と
こ
ろ
、「
お

い
し
い
、
お
い
し
い
」の
連
発
で
、
用
意

し
た
４
５
０
食
が
た
ち
ま
ち
完
売
し
ま

し
た
。

「
市
民
が
主
役　

市
民
が
動
く

市
民
が
光
る
ま
ち
づ
く
り
」

　

夏
の
「
新
庄
ま
つ
り
」
を
は
じ
め
と
し

て
、
春
の
「
新
庄
カ
ド
（
に
し
ん
）
焼
き

ま
つ
り
」、
秋
の
「
新
庄
味
覚
ま
つ
り
」、

冬
の
「
新
庄
雪
ま
つ
り
」、
他
に
も
固
定

フ
ァ
ン
が
多
い
「
あ
じ
さ
い
ま
つ
り
」
や

「
み
ち
の
く
民
話
ま
つ
り
」
な
ど
、
四
季

折
々
に
さ
ま
ざ
ま
な
祭
り
が
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
多
く
の
市
民

が
参
加
し
、
祭
り
を
盛
り
上
げ
て
く
れ

ま
す
。
ま
さ
に
、「
市
民
が
主
役　

市
民

が
動
く　

市
民
が
光
る
ま
ち
づ
く
り
」の

実
践
者
で
す
。
行
政
は
、
市
民
と
共
に

汗
を
か
き
、
励
ま
し
、
互
い
に
褒
め
た

た
え
合
え
る
地
域
づ
く
り
の
仕
組
み
を

つ
く
る
こ
と
で
、
参
加
し
た
市
民
が
自

信
を
得
る
よ
う
な
政
策
を
進
め
る
こ
と

を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り

　

市
制
施
行
60
周
年
に
当
た
る
本
年
を

「
１
０
０
円
商
店
街
」
の
発
祥
の
地
が
新

庄
で
す
。
全
国
サ
ミ
ッ
ト
と
も
重
ね
合

わ
せ
た
「
第
１
回
新
庄
味
覚
ま
つ
り
」
で

は
、
全
国
か
ら
訪
れ
た
商
店
街
の
方
々

も
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
互
い
に
パ

ワ
ー
の
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
「
１
０
０
円
商
店
街
」
に

ち
な
ん
で
、
横
浜
市
で
は
、
横
浜
開
港

１
５
０
周
年
記
念「
横
浜
１
５
０
円
商
店

街
」
と
し
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

新
庄
か
ら
は
お
い
し
い
手
打
ち
そ
ば
を

ら
が
自
慢
の
味
の
再
発
見
」
を
目
指
し

て
、
市
内
の
４
つ
の
商
店
街
、Ｊ
Ａ
、
商

工
会
議
所
、
料
飲
組
合
、
産
直
組
合
な

ど
市
内
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
団
体
に
声

を
か
け
「
新
庄
味
覚
ま
つ
り
」
と
称
し
て

開
催
し
た
と
こ
ろ
、「
新
庄
ま
つ
り
」
を

思
わ
せ
る
よ
う
な
人
出
で
街
中
は
一
日

中
大
変
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　

新
庄
の
味
覚
の
代
表
格
が
山
形
名
物

の
「
芋
煮
」
で
、
し
ょ
う
ゆ
味
派
と
み
そ

味
派
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
一
歩
も
引

か
ぬ
舌
戦
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、「
手
打

ち
そ
ば
」も
自
慢
で
、
新
幹
線
延
伸
の
際

も
「
新
庄
は
か
な
り
そ
ば
で
あ
る
」
と
い

う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
使
わ
れ
る
ほ

ど
、
誰
に
で
も
満
足
い
た
だ
け
る
隠
れ

た
そ
ば
の
里
で
す
。
ほ
か
に
も
、
ラ
ー

メ
ン
に
煮
込
ん
だ
鳥
も
つ
を
の
せ
た「
愛

を
と
り
も
つ
ラ
ー
メ
ン
」
な
ど
も
人
気

で
、
多
く
の
店
が
手
打
ち
や
自
家
製
麺

で
特
徴
を
出
し
て
い
る
「
こ
だ
わ
り
の

店
」が
多
い
の
も
自
慢
で
す
。

「
１
０
０
円
商
店
街
」発
祥
の
地

　

今
、
全
国
的
に
広
ま
り
つ
つ
あ
る

絢け
ん
ら
ん爛
な
山
車
21
台
が
市
内
を
練
り
歩
き

ま
す
。

　

ま
た
、
天
満
神
社
の
ご
神
体
を
乗
せ

た
「
神
輿
渡
御
行
列
」
は
、
古
式
ゆ
か
し

い
大
名
行
列
を
連
想
さ
せ
、
傘
回
し
、

挟
み
箱
な
ど
観
客
を
魅
了
す
る
妙
技
を

所
々
で
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、

県
指
定
の
無
形
民
俗
文
化
財
と
な
っ
て

い
る
萩
野
・
仁
田
山
集
落
の
「
鹿
子
踊
」

の
奉
納
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。

　

東
北
の
夏
祭
り
の
最
後
を
飾
る「
新
庄

ま
つ
り
」は
、
新
庄
の
若
者
を
故
郷
へ
呼

び
戻
す
原
動
力
で
も
あ
り
、
新
庄
人
の

心
の
原
点
で
す
。
こ
の
祭
り
が
終
わ
る

と
秋
風
が
吹
く
と
い
わ
れ
、
秋
の
味
覚

ま
つ
り
へ
と
向
か
い
ま
す
。

お
い
し
い
新
庄
再
発
見
！

「
新
庄
味
覚
ま
つ
り
」

　

こ
の
祭
り
は
、
本
年
で
２
回
目
に
な

り
ま
す
。
中
心
商
店
街
の
活
性
化
と「
お

層
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
民
の
心
意
気「
新
庄
ま
つ
り
」

　

本
年
は
、
市
制
施
行
60
周
年
、「
新
庄

ま
つ
り
の
山
車（
や
た
い
）行
事
」の
国
重

要
無
形
民
俗
文
化
財
指
定
、
山
形
新
幹

線
新
庄
延
伸
10
周
年
と
３
つ
の
慶
事
が

重
な
り
ま
し
た
。

　
「
新
庄
ま
つ
り
」は
、
毎
年
８
月
24
日
、

25
日
、
26
日
の
３
日
間
に
わ
た
っ
て
開

催
さ
れ
ま
す
。
40
万
人
を
超
え
る
観
客

が
訪
れ
る
、
市
内
、
近
郷
近
在
す
べ
て

が
熱
く
燃
え
る
祭
り
で
、
県
内
で
も

２
５
０
年
を
超
え
る
歴
史
と
伝
統
を
兼

ね
備
え
た
祭
り
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
期
間
、
市
内
は
も
と

よ
り
周
辺
の
町
村
の
小
中
学
校
、
そ
し

て
県
立
高
校
ま
で
も
が
祭
り
の
た
め
に

休
み
と
な
り
ま
す
。
山
車
の
製
作
は
町

方
が
、
笛
や
太
鼓
の
は
や
し
は
在
方
が

担
当
す
る
市
民
総
出
の
祭
り
で
、
豪
華

交
通
の
要
衝
・
東
北
の
へ
そ

　

新
庄
市
は
、
山
形
県
の
北
部
に
位
置

し
、
国
道
と
鉄
道
が
交
差
す
る
交
通
の

要
衝
で
、
北
は
秋
田
県
湯
沢
市
、
東
は

宮
城
県
大
崎
市
ま
で
約
１
時
間
の
距
離

に
あ
り
、
新
庄
を
訪
れ
れ
ば
一
気
に
３

県
楽
し
め
る
「
東
北
の
へ
そ
」
と
も
言
わ

れ
る
要
の
都
市
で
す
。

　

ま
た
、
山
形
新
幹
線
が
新
庄
ま
で
延

伸
さ
れ
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
10
年
、
山
形

県
の
北
の
玄
関
口
と
し
て
の
役
割
が
一

わが
を
語
る

市

◆ 

面
積　
　

２
２
３
・
03
㎢

◆ 

人
口　
　

３
万
９
４
５
７
人

◆ 

世
帯
数　

１
万
３
４
９
２
世
帯　

〔
将
来
都
市
像
〕
自
然
の
豊
か
さ
や
雪
と
共

に
あ
る
暮
ら
し
を
味
わ
い
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
「
田
園
都
市
」

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
県
の
北
東
部
、
最
上
地
域

の
中
心
都
市
で
古
く
か
ら
の
交
通
の
要
衝
。

県
庁
所
在
地
以
外
で
新
幹
線
の
タ
ー
ミ
ナ

ル
駅
を
持
つ
数
少
な
い
市
の
一
つ
。

〔
特
産
品
〕
く
じ
ら
も
ち
、
新
庄
東
山
焼
、

新
庄
亀
綾
織
、
新
庄
漬
、
玄
米
み
そ
、
納
豆
、

鳥
も
つ
ラ
ー
メ
ン
、
芋
煮
、
そ
ば

〔
観
光
〕
鳥
越
八
幡
神
社
、旧
矢
作
家
住
宅
、

新
庄
藩
主
戸
澤
家
墓
所
、
新
庄
城
跡
、
八

向
楯
、
芭
蕉
乗
船
の
地

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
新
庄
ま
つ
り
、
新
庄
カ
ド
焼

き
ま
つ
り
、
新
庄
味
覚
ま
つ
り
、
新
庄
雪

ま
つ
り
、
あ
じ
さ
い
ま
つ
り
、
み
ち
の
く

民
話
ま
つ
り

「
人
行
き
か
う
ま
ち
」「
人
ふ
れ
あ
う
ま
ち
」

「
人
学
び
あ
え
る
ま
ち
」市
民
が
キ
ラ
リ
と
光
る
ま
ち　

新
庄
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新し
ん

庄じ
ょ
う

市（
山
形
県
）

新
庄
市
長
　
山
尾
順
紀

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

自慢の味の再発見を目指す「新庄味覚まつ
り」（10月）

2

新庄市長

山尾順紀

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

新庄市

山形市

豪華絢爛な山車が練り歩く「新庄まつり」（8月）



地
域
の
子
育
て
力
を
復
活
さ
せ
、
子
育

ち
と
親
育
ち
が
で
き
る
「
共
育
ち
」
の
よ

う
な
新
た
な
子
育
て
シ
ス
テ
ム
の
構
築

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
に
変
わ
り
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
子
ど
も
は
本
市
の
宝
で
あ

り
、
子
育
て
・
子
育
ち
支
援
は
未
来
へ

の
投
資
と
位
置
付
け
、
活
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
子
育
て
・

子
育
ち
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
戦
略
と
し
て
の

子
育
て
・
子
育
ち
支
援

　

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
を
確
立
す

る
た
め
に
は
、
財
政
的
な
基
盤
づ
く
り

が
不
可
欠
で
す
。
住
宅
都
市
で
あ
る
本

市
で
は
、
若
い
子
育
て
世
代
に
定
住
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
課
題
で
す
。

　

今
後
は
、
行
政
が
子
育
て
を
肩
代
わ

り
す
る
の
で
は
な
く
、
行
政
と
家
庭
、

学
校
、
地
域
、
企
業
な
ど
が
連
携
し
て

学
童
保
育
室
と
子
ど
も
の
居
場
所
を「
我

孫
子
市
放
課
後
対
策
事
業
」と
し
て
一
体

化
し
ま
し
た
。
よ
り
効
率
的
な
運
営
方

法
を
研
究
し
な
が
ら
、
早
い
時
期
に
各

校
へ
の
設
置
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

●
子
育
て
支
援
施
設
の
開
設

　

乳
幼
児
を
子
育
て
中
の
親
子
が
、
自

由
に
遊
び
な
が
ら
交
流
で
き
る
施
設
で
、

平
成
14
年
度
に
「
す
く
す
く
広
場
」
を
開

設
し
ま
し
た
。
本
年
１
月
に
は
、
Ｊ
Ｒ

常
磐
線
我
孫
子
駅
前
の
商
業
施
設
内
に
、

４
カ
所
目
と
な
る
「
に
こ
に
こ
広
場
」
が

オ
ー
プ
ン
し
、
食
育
講
座
や
健
康
育
児

相
談
、
誕
生
会
、
身
体
測
定
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
現
在
は
市
職
員
が
運
営
に

当
た
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
、
市
民

活
動
が
盛
ん
な
本
市
の
特
性
を
生
か
し
、

利
用
者
自
ら
が
運
営
を
担
え
る
よ
う
育

成
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
子
育
て
世
帯
へ
の
経
済
的
支
援

　

市
が
行
っ
た
子
育
て
世
代
へ
の
ニ
ー

ズ
調
査
で
は
、
経
済
的
支
援
に
対
す
る

要
望
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
本

市
で
は
、
近
隣
自
治
体
に
先
駆
け
て
乳

幼
児
医
療
費
や
児
童
医
療
費
の
助
成
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
対
象

年
齢
の
拡
大
な
ど
、
経
済
的
支
援
の
充

実
を
目
指
し
ま
す
。

ま
す
。

　

平
成
19
年
６
月
に
は
、「
あ
び
っ
子
ク

ラ
ブ
」（
子
ど
も
の
居
場
所
）
を
小
学
校

１
校
で
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
放
課

後
や
土
曜
日
な
ど
に
、
学
校
の
教
室
や

体
育
館
、
図
書
室
な
ど
を
開
放
し
て
ス

タ
ッ
フ
を
配
置
し
、
児
童
が
安
心
し
て

過
ご
せ
る
場
所
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
居
場
所
は
、
大
規
模
化
す

る
学
童
保
育
室
の
緩
和
策
と
し
て
有
効

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
年
４
月
か
ら
は

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
が
、
さ

ら
な
る
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
た
め
、
公
立
保
育
園
の
民
間
委
託
を

計
画
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

●
学
童
保
育
室
と
子
ど
も
の
居
場
所
の

一
体
化

　

学
童
保
育
室
は
、
全
小
学
校
13
校
の

敷
地
内
に
公
設
公
営
で
設
置
し
て
い
ま

す
。
高
学
年
や
障
害
の
あ
る
児
童
を
積

極
的
に
受
け
入
れ
て
い
る
ほ
か
、
心
理

相
談
員
に
よ
る
巡
回
相
談
も
行
っ
て
い

　

こ
の
よ
う
な
社
会
背
景
を
踏
ま
え
、

我
孫
子
ら
し
い
子
ど
も
行
政
の
確
立
を

目
指
し
て
、
平
成
16
年
度
に「
我
孫
子
市

子
ど
も
総
合
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
本
年
度
に
は
「
子
ど
も
部
」
を
創

設
し
て
子
育
て
・
子
育
ち
に
関
す
る
支

援
を
強
化
し
、
総
合
的
・
計
画
的
に
取

り
組
む
た
め
の
体
制
を
確
立
し
ま
し
た
。

先
駆
的
な
取
り
組
み

●
保
育
園
と
学
童
保
育
室
の
待
機
児
童

ゼ
ロ

　

就
労
形
態
の
多
様
化
や
共
働
き
世
代

の
増
加
に
よ
り
、
出
生
率
が
低
下
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
保
育
園
と
学

童
保
育
室
の
児
童
数
は
増
加
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
施
設
の
計
画
的
な
増

改
築
や
定
員
の
見
直
し
を
行
い
、
待
機

児
童
ゼ
ロ
を
継
続
し
て
き
ま
し
た
。

　

保
育
園
で
は
、
一
時
保
育
や
延
長
保

育
、
出
前
保
育
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
保
育

子
ど
も
行
政
の
体
制
を
確
立

　

子
育
て
や
子
ど
も
が
育
っ
て
い
く
子

育
ち
の
環
境
は
、
少
子
化
の
加
速
、
子

育
て
に
対
す
る
意
識
の
変
化
、
遊
び
場

の
減
少
、
近
隣
関
係
の
希
薄
化
に
よ
る

地
域
の
子
育
て
力
の
低
下
な
ど
に
よ
り
、

大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

は
じ
め
に

　

我
孫
子
市
は
、
千
葉
県
の
北
西
部
に

位
置
し
、
北
の
利
根
川
と
南
の
手
賀
沼

に
挟
ま
れ
た
水
と
緑
の
豊
か
な
ま
ち
で

す
。

　

市
内
に
は
、
旧
石
器
時
代
か
ら
の
住

居
跡
や
貝
塚
、
古
墳
な
ど
の
遺
跡
が
数

多
く
残
り
、
大
正
期
に
は
志
賀
直
哉
や

武
者
小
路
実
篤
な
ど
、
白
樺
派
の
文
人

た
ち
が
手
賀
沼
の
ほ
と
り
に
居
を
構
え
、

「
北
の
鎌
倉
」と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

　

都
心
ま
で
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
で
約
35
分
と

交
通
の
便
が
良
い
こ
と
か
ら
、
東
京
の

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
発
展
し
て
き
ま

し
た
が
、
人
口
急
増
期
に
転
入
し
て
き

た
世
代
が
高
齢
化
率
を
一
気
に
引
き
上

げ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
若
い

世
代
が
住
み
や
す
く
子
育
て
・
子
育
ち

し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。

わが
を
語
る

市

◆ 

面
積　
　

43
・
19
㎢

◆ 

人
口　
　

13
万
４
９
９
７
人

◆ 

世
帯
数　

５
万
４
７
６
３
世
帯　

〔
将
来
都
市
像
〕「
手
賀
沼
の
ほ
と
り　

心

輝
く
ま
ち
」
〜
人
・
鳥
・
文
化
の
ハ
ー
モ

ニ
ー
〜

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
都
心
か
ら
40
㎞
圏
内
の
住

宅
都
市
。
市
民
と
の
協
働
で
、
自
然
と
文

化
が
調
和
す
る
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進

〔
特
産
品
〕
白
樺
派
の
カ
レ
ー
、つ
く
だ
煮
、

漬
物
、
み
そ
、
コ
メ
、
江
戸
神
輿
、
日
本

刺
繍

〔
観
光
〕
手
賀
沼
遊
歩
道
、
利
根
川
ゆ
う
ゆ

う
公
園
、
我
孫
子
市
鳥
の
博
物
館
、
白
樺

文
学
館
、
旧
村
川
別
荘
、
相
島
芸
術
文
化

村〔
イ
ベ
ン
ト
〕
手
賀
沼
花
火
大
会
、
あ
や
め

ま
つ
り
、
我
孫
子
市
産
業
ま
つ
り
、
ジ
ャ

パ
ン
・
バ
ー
ド
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
我

孫
子
国
際
野
外
美
術
展

子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
で
輝
き
続
け
る
た
め
に

子
育
て
・
子
育
ち
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
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我あ

び

こ

孫
子
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千
葉
県
）

我
孫
子
市
長
　
星
野
順
一
郎

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
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保育士が公園に出向いて青空保育（出前講座）

我孫子市

千葉市

チャレンジタイムの先生は近所のおじさん（あびっ子クラブ）

元気いっぱい親子でダンス（にこにこ広場）



お
わ
り
に

　

本
市
は
、
来
年
、
市
制
40
周
年
を
迎

え
ま
す
。
今
後
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
、

「
こ
の
知
立
に
住
み
続
け
た
い
・
住
ん
で

よ
か
っ
た
」と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
施
策
を
積
極
的
に
展
開
し
て
ま
い
り

ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、
家
庭

の
よ
う
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
知
立
、

誇
り
を
持
て
る
よ
う
な
新
し
い
知
立
の

実
現
へ
と
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

●
「
い
」
き
い
き
と
し
た
ま
ち
を
目
指
し

て
　

市
民
の
収
納
の
便
利
性
向
上
、
市
民

の
収
納
に
対
す
る
満
足
度
向
上
を
目
的

と
し
て
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、

ペ
イ
ジ
ー
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
な
ど
を
新
た

な
支
払
い
窓
口
と
し
て
追
加
し
ま
し
た
。

市
役
所
金
融
機
関
以
外
で
、
市
税
な
ど

の
納
付
が
可
能
に
な
る
こ
と
で
、
収
納

率
の
向
上
と
納
税
意
識
が
高
ま
る
こ
と

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

び
知
立
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
中
心
市
街
地
で
あ

る
知
立
駅
周
辺
は
、
名
古
屋
鉄
道
名
古

屋
本
線
・
三
河
線
に
よ
り
南
北
に
分
断

さ
れ
、
特
に
知
立
駅
東
側
に
隣
接
し
た

踏
切
で
は
、
遮
断
時
間
が
一
日
11
時
間

弱
と
極
め
て
長
く
、
市
街
地
の
発
展
の

支
障
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
連

続
立
体
交
差
事
業
と
し
て
鉄
道
を
高
架

化
す
る
こ
と
で
都
市
交
通
の
円
滑
化
を

目
指
し
、
さ
ら
に
、
土
地
区
画
整
理
事

業
と
街
路
整
備
事
業
な
ど
、
各
事
業
と

一
体
と
な
っ
て
市
街
地
の
整
備
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
商
業
や
居
住
な
ど
の
現

存
機
能
の
再
構
築
や
新
た
な
都
市
機
能

立
地
の
受
け
皿
づ
く
り
に
つ
な
げ
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

●「
ま
」な
び
の
ま
ち
を
目
指
し
て

　

近
隣
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で
あ
る
本

市
は
、
労
働
者
と
し
て
の
外
国
人
在
住

者
が
多
く
、
本
年
８
月
1
日
現
在
に
お

け
る
住
民
登
録
者
数
６
万
９
７
０
３
人

の
う
ち
、
外
人
登
録
者
数
は
４
２
９
４

人
と
愛
知
県
下
で
も
高
い
割
合
を
占
め

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

地
域
で
暮
ら
し
て
い
る
外
国
人
市
民
と

の
共
生
を
図
る
た
め
、
多
文
化
共
生
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
交
流
を
通
じ
た
相

互
理
解
を
深
め
、
よ
り
よ
い
地
域
社
会

づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

お
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
高
齢
者
の
皆
さ
ま
が
積

極
的
に
社
会
参
加
し
、
生
き
生
き
と
活

動
が
で
き
る
場
と
し
て
、
ま
た
、
障
害

者
団
体
な
ど
の
活
動
や
、
障
害
者
の
皆

さ
ま
に
自
立
と
社
会
参
加
を
促
す
地
域

づ
く
り
の
場
と
し
て「
高
齢
者
い
き
が
い

セ
ン
タ
ー
」や「
障
害
者
交
流
の
場
」を
整

備
し
て
い
ま
す
。

●
「
ろ
」
ま
ん
を
語
れ
る
ま
ち
を
目
指
し

て
　

現
在
、
最
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

知
立
駅
付
近
連
続
立
体
交
差
事
業
お
よ

　

東
海
地
区
で
は
、
近
い
将
来
、
東
海
・

東
南
海
地
震
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。
本
市
で
は
、
そ
の
よ
う
な
大
型

地
震
に
備
え
、
既
に
公
共
建
物
、
主
要

橋
梁
の
耐
震
化
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

現
在
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
生
命
や
財
産

を
守
る
と
同
時
に
、
安
心
し
て
生
活
で

き
る
よ
う
に
民
間
住
宅
耐
震
改
修
促
進

事
業
な
ど
の
防
災
対
策
事
業
に
努
め
て

つ
ば
た
」の
５
文
字
が
折
り
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、
江
戸
時
代
中
期
か
ら
継

承
さ
れ
て
い
る
民
俗
芸
能
の
「
山
車
文

楽
」と「
山
車
か
ら
く
り
」（
国
指
定
重
要

無
形
民
俗
文
化
財
）が
あ
り
、
西
三
河
一

の
名
社
と
し
て
知
ら
れ
る
知
立
神
社
の

祭
礼
で
山
車
の
上
で
上
演
さ
れ
て
い
ま

す
。

「
い
っ
し
ょ
に
や
ろ
ま
い
」を

合
言
葉
に

　

本
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
と「
い
っ

し
ょ
に　

や（
や
さ
し
い
）ろ（
ろ
ま
ん
）

ま（
ま
な
ぶ
）い（
い
き
い
き
）」を
合
言
葉

に
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
「
や
ろ
ま
い
」
と
は
、
愛
知
県
三
河
地

方
お
よ
び
名
古
屋
圏
で
使
わ
れ
る
方
言

で
「
や
ろ
う
」
と
い
う
意
味
を
表
し
て
い

ま
す
。

●「
や
」さ
し
い
ま
ち
を
目
指
し
て

名
古
屋
市
へ
も
電
車
で
20
分
と
い
う
利

便
性
か
ら
、
現
在
ま
で
住
宅
都
市
と
し

て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

池
鯉
鮒
の
歴
史
と
文
化

　

古
く
は
東
海
道
五
十
三
次
の
39
番
目

の
宿
場
町
「
池ち

り

ふ
鯉
鮒
」
と
し
て
栄
え
、
馬

市
や
木
綿
市
が
有
名
で
多
く
の
人
々
で

に
ぎ
わ
っ
た
と
い
わ
れ
、
今
で
も
約

５
０
０
ｍ
に
わ
た
る
１
７
０
本
の
松
並

木
と
、
宿
場
（
問
屋
場
跡
・
本
陣
跡
）
碑

や
馬
市
之
跡
碑
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
の
花
で
も
あ
る「
か
き
つ
ば

た
」に
つ
い
て
は
、
平
安
の
歌
人
・
在
原

業
平
が
、
東
下
り
の
途
中
で
知
立
八
橋

に
さ
し
か
か
り
、
一
面
に
咲
き
乱
れ
て

い
る
「
か
き
つ
ば
た
」
を
見
て
、
歌
を
詠

ん
で
お
り
ま
す
。
そ
の
歌
は
、「『
か
』ら

こ
ろ
も　
『
き
』つ
つ
な
れ
に
し　
『
つ
』ま

し
あ
れ
ば　
『
は
』る
ば
る
き
ぬ
る　
『
た
』

び
を
し
ぞ
お
も
ふ
」
と
、
句
頭
に
「
か
き

は
じ
め
に

　

知
立
市
は
、
愛
知
県
の
ほ
ぼ
中
央
部

に
位
置
し
、
尾
張
地
方
と
三
河
地
方
に

分
け
ら
れ
た
西
三
河
地
方
に
あ
り
、
市

内
に
は
国
道
１
号
な
ど
主
要
国
道
、
県

道
や
鉄
道
が
交
差
し
、
西
三
河
地
方
を

代
表
す
る
交
通
の
要
衝
と
な
っ
て
い
ま

す
。
近
隣
市
に
は
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
の

ほ
か
自
動
車
関
連
企
業
が
多
く
集
積
し
、

わが
を
語
る

市

◆ 

面
積　
　

16
・
34
㎢

◆ 

人
口　
　

６
万
９
７
０
３
人

◆ 

世
帯
数　

２
万
８
８
９
３
世
帯　

〔
将
来
都
市
像
〕
輝
く
ま
ち　

み
ん
な
の
知

立〔
ま
ち
の
特
徴
〕
東
海
道
池
鯉
鮒
宿
や
、
八

橋
か
き
つ
ば
た
と
山
車
文
楽
・
か
ら
く
り

な
ど
の
歴
史
・
文
化
が
残
る
一
方
で
、
鉄

道
や
、
国
道
・
県
道
な
ど
の
都
市
交
通
の

充
実
に
よ
り
発
展
し
た
ま
ち

〔
特
産
品
〕
大
あ
ん
ま
き
（
名
物 

明
治
中

期
か
ら
）

〔
観
光
〕
知
立
神
社
、
無
量
寿
寺
、
遍
照
院

（
三
河
三
弘
法
）

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
知
立
ま
つ
り
、
史
跡
八
橋
か

き
つ
ば
た
ま
つ
り
、
知
立
公
園
花
し
ょ
う

ぶ
ま
つ
り
、
秋
葉
ま
つ
り

家
庭
の
よ
う
に
感
じ
、
誇
り
を
持
て
る

新
し
い
知
立
の
実
現
に
向
け
て
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林　郁夫

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

5台の山車が勢ぞろいした「知立まつり」

知立市

名古屋市

知立駅付近連続立体交差事業により高架化を予定している知立駅



こ
ち
ら
も
提
言
書
を
頂
き
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
、
事
業
の
企
画
立
案
の
段
階

か
ら
市
民
が
か
か
わ
り
、
提
案
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
参
画
と
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
が
さ
ら
に
進
む
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
が
自
分
た
ち
の
ま
ち

の
た
め
に
汗
を
流
す
ま
ち
。
そ
れ
が
大

阪
狭
山
市
な
の
で
す
。
市
民
は
わ
が
ま

ち
の
財
産
な
の
で
す
。

　

自
分
た
ち
の
ま
ち
を
自
分
た
ち
の
手

で
。
今
後
と
も
、
市
民
と
行
政
が
一
緒

に
な
っ
て
、
よ
り
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

の
憲
法
と
で
も
い
う
べ
き
自
治
基
本
条

例
の
制
定
や
、
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と

な
る
総
合
計
画
の
策
定
に
も
生
か
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

自
治
基
本
条
例
の
制
定
で
は
、
公
募

市
民
を
中
心
と
し
た
「
市
民
自
治
を
考

え
る
懇
話
会
」の
皆
さ
ま
が
２
年
間
に
わ

た
っ
て
議
論
し
た
も
の
を
提
言
書
と
し

て
頂
き
、
こ
れ
を
基
に
条
例
案
を
作
成

し
、
議
会
に
提
案
し
ま
し
た
。

　

総
合
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
公

募
市
民
の
「
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
」
を

立
ち
上
げ
、
市
の
将
来
像
や
ま
ち
づ
く

り
の
方
向
性
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
、

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
拠
点

と
し
て
設
置
し
て
い
る「
市
民
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
」も
、
市
民
団
体
が
運
営
し
て

い
ま
す
。

　
「
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、

「
ま
ち
づ
く
り
大
学
」
を
開
校
し
、
市
民

が
行
政
の
仕
組
み
や
行
政
の
現
状
に
つ

い
て
学
ん
で
い
ま
す
。
講
師
は
市
の
管

理
職
職
員
約
20
名
が
担
当
し
て
い
ま
す
。

こ
の
大
学
の
受
講
者
か
ら
は
、
ま
ち
づ

く
り
に
参
画
す
る
市
民
が
多
く
巣
立
っ

て
お
り
、
参
画
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
市
民
を
養
成
す
る
機
能
を

担
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　

さ
ら
に
市
役
所
に
は
、
元
接
客
の
プ

ロ
で
あ
っ
た
市
民
が
、
フ
ロ
ア
ー
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
窓
口
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

職
員
と
一
緒
に
働
い
て
い
ま
す
。
そ
の

接
客
は
さ
わ
や
か
で
、
市
民
の
皆
さ
ま

か
ら
好
評
を
得
て
い
ま
す
。
市
の
職
員

も
、
接
客
の
プ
ロ
の
影
響
を
受
け
て
、

さ
わ
や
か
な
接
待
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
市
民
と
行
政
の
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
が
、
新
た
な
成
果
を
生
ん
で
い
ま
す
。

自
分
た
ち
の
ま
ち
は

自
分
た
ち
が
つ
く
る

　

参
画
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
市

で
発
掘
さ
れ
た
遺
物
を
中
心
に
狭
山
池

１
４
０
０
年
の
歴
史
を
展
示
し
て
い
ま

す
。

　

大
阪
府
の
施
設
で
す
が
、
本
市
の
郷

土
資
料
館
も
本
年
度
か
ら
こ
の
施
設
の

中
に
移
転
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
大
阪

府
、
本
市
、
市
民
の
三
者
が
、
府
立
狭

山
池
博
物
館
と
市
立
郷
土
資
料
館
を
協

働
で
運
営
し
て
い
る
の
で
す
。

　

本
年
の
夏
休
み
に
は
市
民
の
意
見
を

取
り
入
れ
、「
世
界
の
昆
虫
展
」
と
い
う

特
別
展
も
開
催
し
、
こ
れ
ま
で
に
な
い

入
館
者
数
を
記
録
し
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
市
民
の
皆
さ
ま
の
ア
イ
デ
ア
を
ど

ん
ど
ん
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
こ
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
続
け
て
い
き
た
い

や
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
は
、
す
べ
て
市
民
の

手
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

キ
ー
ワ
ー
ド
は
市
民
協
働

　

活
発
な
市
民
活
動
を
反
映
し
て
、
市

政
に
も
多
く
の
市
民
が
参
画
し
、
市
民

と
行
政
が
協
働
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

大
阪
府
立
狭
山
池
博
物
館
は
、
安
藤

忠
雄
さ
ん
が
設
計
さ
れ
た
狭
山
池
の
池

畔
に
建
つ
博
物
館
で
、
平
成
の
大
改
修

狭
山
池
を
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
大
切

に
し
よ
う
と
い
う
市
民
の
意
識
が
高
ま

り
、
狭
山
池
を
舞
台
に
し
た
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
狭
山
池
ま
つ
り
」
は
、
市
民
自
ら
企

画
立
案
、
運
営
を
行
う
市
民
主
体
の
イ

ベ
ン
ト
で
、
４
月
下
旬
の
２
日
間
に
開

催
さ
れ
る
お
祭
り
に
は
、
人
口
を
上
回

る
８
万
人
も
の
人
が
集
い
ま
す
。「
狭
山

池
ク
リ
ー
ン
ア
ク
シ
ョ
ン
」
は
、
毎
月

行
わ
れ
て
い
る
狭
山
池
の
大
掃
除
。
狭

山
池
を
愛
す
る
人
た
ち
が
、
池
の
美
し

さ
を
保
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。「
バ
タ
フ

ラ
イ
ガ
ー
デ
ン
」
は
、
狭
山
池
の
堤
に

造
っ
た
チ
ョ
ウ
の
憩
い
の
場
で
あ
る
お

花
畑
。
34
種
類
の
チ
ョ
ウ
が
飛
び
交
い

ま
す
。
ま
た
、
池
の
周
囲
２
・
８
㎞
に
は

１
４
０
０
本
を
超
え
る
サ
ク
ラ
の
木
を

植
え
て
い
ま
す
が
、
今
な
お
、
世
界
的

に
有
名
な
建
築
家
・
安
藤
忠
雄
さ
ん
の

ご
支
援
を
得
て
、
毎
年
そ
の
本
数
を
増

年
に「
南
河
内
郡
狭
山
町
」か
ら「
大
阪
狭

山
市
」に
な
っ
た
新
し
い
市
で
す
。

　

し
か
し
ま
ち
の
歴
史
は
古
く
、
市
の

中
央
に
は「
日
本
書
紀
」や「
古
事
記
」に

も
記
さ
れ
た
日
本
最
古
の
た
め
池
、
狭

山
池
が
満
々
と
水
を
た
た
え
、
悠
久
の

歴
史
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
狭
山
池
は
本

市
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
市
民
の
憩
い

の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

築
造
か
ら
こ
れ
ま
で
の
１
４
０
０
年

に
及
ぶ
歴
史
の
中
で
、
奈
良
時
代
の
僧
・

行
基
、
鎌
倉
時
代
の
僧
・
重
源
、
江
戸

時
代
の
片
桐
且
元
な
ど
、
歴
史
上
の
有

名
な
人
物
に
よ
っ
て
改
修
が
繰
り
返
さ

れ
、
昭
和
63
年
か
ら
は
14
年
の
歳
月
を

か
け
て
平
成
の
大
改
修
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

狭
山
池
ま
つ
り
な
ど

活
発
な
市
民
活
動

　

平
成
の
大
改
修
を
契
機
に
、
改
め
て

日
本
最
古
の
た
め
池　

狭
山
池

　

大
阪
狭
山
市
は
、
大
阪
府
の
南
東
部

に
位
置
し
、
大
阪
市
の
南
の
中
心
地
、

難
波
駅
か
ら
電
車
で
20
分
ほ
ど
の
所
に

あ
り
ま
す
。
狭
山
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
開

発
に
伴
い
、
大
阪
市
や
堺
市
な
ど
で
働

く
方
々
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
発
展

し
、
人
口
の
急
増
に
よ
っ
て
、
昭
和
62

わが
を
語
る

市

◆ 

面
積　
　

11
・
86
㎢

◆ 

人
口　
　

５
万
８
１
２
２
人

◆ 

世
帯
数　

２
万
３
８
５
３
世
帯　

〔
将
来
都
市
像
〕
み
ん
な
が
元
気
で
快
適
に

暮
ら
せ
る
「
日
本
一
さ
わ
や
か
な
ま
ち
・

大
阪
狭
山
市
」

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
他
市
に
誇
れ
る
高
い
「
市

民
力
」
と
優
れ
た
「
地
域
力
」
を
生
か
し
、

活
発
な
市
民
協
働
を
展
開

〔
特
産
品
〕
大
野
ぶ
ど
う
（
大
阪
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
の
ベ
ス
ト
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
選
ば
れ

る
）

〔
観
光
〕
狭
山
池
（
公
園
）、
大
阪
府
立
狭

山
池
博
物
館
、
あ
ま
の
街
道

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
桜
ま
つ
り
、
狭
山
池
ま
つ
り

（
灯
火
輪
）、
大
阪
狭
山
市
産
業
ま
つ
り

市
民
力
が
ま
ち
の
財
産

参
画
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
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大お
お
さ
か阪
狭さ

や

ま山
市（
大
阪
府
）

大
阪
狭
山
市
長
　
吉
田
友
好

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

狭山池まつりでの龍神舞台。マスコットキャラクター「さやりん」と

5

大阪狭山市長

吉田友好
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子どもも大人も一緒に大掃除

大阪狭山市

大阪市

狭山池の堤に咲く桜の花



挙
げ
、
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
て
た
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
は
総
合

計
画
に
基
づ
き
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
合

併
効
果
を
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
施
策
に
順
次
取
り
組
み
、「
共
創
・
協

働
」の
基
本
理
念
の
下
に
、
誰
も
が
住
み

た
く
な
る
「
四
国
の
ま
ほ
ろ
ば　

美
馬

市
」の
実
現
に
向
け
て
力
強
く
歩
み
を
進

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
事
務
事
業
の
徹
底
的
な
見
直

し
を
行
い
、
効
率
的
な
行
政
運
営
を
図

る
こ
と
が
、
地
方
自
治
体
が
生
き
残
る

た
め
の
最
大
の
命
題
と
と
ら
え
、
聖
域

の
な
い
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
４
年
間
、
市
民
の
皆
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、

行
財
政
改
革
に
つ
い
て
一
定
の
成
果
を

と
致
し
ま
し
て
は
、
何
よ
り
も
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
維
持
し
、
活
性
化
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

  

こ
の
た
め
、
本
市
で
は
、
同
じ
地
域

課
題
を
持
つ
自
治
会
が
連
携
し
て
個
性

豊
か
な
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
提
案

さ
れ
た
施
策
を
支
援
す
る「
自
治
会
共
創

と
協
働
モ
デ
ル
事
業
」を
創
設
致
し
ま
し

た
。　

　

ま
た
、
本
市
の
山
間
部
に
位
置
す
る

木
屋
平
地
区
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
こ
や

だ
い
ら
」が
設
立
さ
れ
、
交
通
手
段
の
な

い
お
年
寄
り
を
病
院
や
買
い
物
に
送
迎

す
る
た
め
の
過
疎
地
有
償
運
送
事
業
を

は
じ
め
農
林
業
の
作
業
支
援
、
庭
先
で

の
特
産
品
販
売
や
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
た

地
域
お
こ
し
事
業
な
ど
、
地
域
の
特
性

を
活
か
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

結
び
に

　

現
在
の
日
本
は
、
依
然
と
し
て
出
口

の
見
え
な
い
不
況
の
中
に
あ
り
、
あ
ら

ゆ
る
分
野
に
お
い
て
暗
い
影
が
落
ち
、

行
政
を
担
う
者
と
致
し
ま
し
て
も
ス
リ

ム
な
組
織
づ
く
り
と
多
様
化
す
る
市
民

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
と
い
う
相
反
す
る
命

題
を
与
え
ら
れ
、
非
常
に
厳
し
い
か
じ

取
り
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

無
料
と
す
る
「
み
ま
っ
こ
医
療
費
」
を
創

設
す
る
な
ど
、
子
育
て
世
代
の
経
済
的

負
担
の
軽
減
を
図
り
、
安
心
し
て
子
ど

も
を
生
み
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。

共
創
・
協
働
の
ま
ち

　

厚
生
労
働
省
の
国
立
社
会
保
障
・
人

口
問
題
研
究
所
が
ま
と
め
た
人
口
推

計
で
は
、
本
市
の
人
口
は
、
現
在
の

３
万
３
５
０
０
人
が
、
平
成
35
年
に
は

２
万
２
０
０
０
人
余
り
に
減
少
し
、
高

齢
化
率
も
42
％
に
達
す
る
と
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

  

今
後
取
り
組
ん
で
ま
い
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
行
政
課
題
は
数
多
く
あ
り
ま

す
が
、
過
疎
・
高
齢
化
に
向
け
た
対
応

を
、
私
た
ち
大
人
も
か
み
し
め
る
と
と

も
に
、
本
市
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
成
長
を
支
え
て
い
か
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
に
、
本
市
で
は
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
や
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
の
施
設
整
備
を
は

じ
め
、
子
育
て
中
の
保
護
者
に
適
切
な

ア
ド
バ
イ
ス
の
で
き
る
、
子
育
て
マ
イ

ス
タ
ー
制
度
な
ど
を
導
入
す
る
と
と
も

に
、
小
学
校
卒
業
時
ま
で
の
医
療
費
を

づ
く
「
う
だ
つ
の
町
並
み
」
は
、
昭
和
63

年
に
国
の「
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
」に
選
定
さ
れ
、
さ
ら
に
平
成
19
年

に
は
、「
美
し
い
日
本
の
歴
史
的
風
土

１
０
０
選
」に
も
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
発
足
し
た
観
光
庁
か
ら

は
、
本
市
を
は
じ
め
と
す
る
県
西
部
の

２
市
２
町
が
「
に
し
阿
波
観
光
圏
」
と
し

て
四
国
で
最
初
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
は
、
こ
う
し
た
歴
史
的
文
化
遺

産
や
周
辺
の
豊
か
な
自
然
を
活
か
し
た

観
光
振
興
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

み
ま
っ
こ
宣
言
の
ま
ち

　
「
み
ま
っ
こ
宣
言
」
は
、
市
内
の
児
童

生
徒
た
ち
の
行
動
憲
章
と
な
る
、「
目
指

す
子
ど
も
像
」を
う
た
っ
た
も
の
で
、
市

内
の
小
学
生
を
対
象
に
募
集
し
選
定
し

た
も
の
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
掲
げ
た
５
つ
の
誓
い

の
創
造
を
目
指
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
目
指
す
将
来
像
を「
四
国
の

ま
ほ
ろ
ば　

美
馬
市
」と
し
、
行
政
は
も

と
よ
り
市
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
知
恵
を

出
し
合
い
な
が
ら
、「
共
創
」
と
「
協
働
」

と
い
う
理
念
を
掲
げ
て
種
々
の
施
策
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

う
だ
つ
が
上
が
る
ま
ち

　

脇
町
の
南
町
、
中
町
周
辺
に
は
、
小

説
家
・
司
馬
遼
太
郎
先
生
の
「
街
道
を

ゆ
く
」
に
も
登
場
す
る
「
う
だ
つ
の
町
並

み
」が
あ
り
、
こ
の
町
並
み
を
そ
ぞ
ろ
歩

け
ば
、
過
ぎ
去
っ
た
時
代
に
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
た
よ
う
な
、
懐
か
し
さ
を
覚

え
ま
す
。

　

こ
こ
は
、
藍
を
扱
う
商
家
が
街
道
沿

い
に
建
ち
並
び
、
江
戸
か
ら
明
治
に
か

け
て
華
や
か
な
活
気
に
満
ち
た
町
並
み

と
な
っ
た
も
の
で
、
今
も
暮
ら
し
が
息

は
じ
め
に

　

美
馬
市
は
、
平
成
17
年
３
月
に
３
町

一
村（
脇
町
、
美
馬
町
、
穴
吹
町
、
木
屋

平
村
）が
合
併
し
て
誕
生
し
た
新
し
い
ま

ち
で
す
。

　

本
市
は
、
四
国
一
の
大
河
・
吉
野
川

や
14
年
連
続
四
国
一
の
水
質
を
誇
る
穴

吹
川
と
い
っ
た
日
本
に
誇
れ
る
清
流
や
、

四
国
第
２
の
高
峰
・
剣
山
を
は
じ
め
と

す
る
美
し
い
山
々
な
ど
豊
か
な
自
然
に

恵
ま
れ
て
お
り
、「
う
だ
つ
」
の
町
並
み

や
寺
町
な
ど
の
歴
史
的
文
化
遺
産
に
象

徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
古
来
よ
り
大
河
・

吉
野
川
中
流
域
の
政
治
経
済
の
中
心
と

し
て
栄
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

  

こ
う
し
た
特
色
の
あ
る
歴
史
・
文
化

を
継
承
し
な
が
ら
、
故
郷
の
誇
り
高
い

先
人
や
地
域
へ
の
愛
着
を
大
切
に
し
、

市
民
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

お
い
て
常
に
元
気
に
活
動
で
き
る
ま
ち

わが
を
語
る

市

◆ 

面
積　
　

３
６
７
・
38
㎢

◆ 

人
口　
　

３
万
３
４
５
９
人

◆ 

世
帯
数　

１
万
２
８
９
１
世
帯　

〔
将
来
都
市
像
〕
四
国
の
ま
ほ
ろ
ば　

美
馬

市　

─
だ
れ
も
が
住
み
た
く
な
る
ま
ち
を

め
ざ
し
て
─

〔
ま
ち
の
特
徴
〕徳
島
県
の
西
部
に
位
置
し
、

総
面
積
の
約
８
割
を
森
林
が
占
め
、
基
幹

産
業
は
農
林
業
。
古
い
町
並
み
と
自
然
の

調
和
し
た
美
し
い
ま
ち
。

〔
市
町
村
合
併
〕
平
成
17
年
３
月
１
日
、
脇

町
、
美
馬
町
、
穴
吹
町
、
木
屋
平
村
の
３

町
１
村
が
合
併
し
美
馬
市
が
誕
生
。

〔
特
産
品
〕
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
ブ
ド
ウ
、
ハ

ッ
サ
ク
、
ユ
ズ
、
和
傘
、
シ
ン
ビ
ジ
ウ
ム
、

地
酒
、
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｃ
森
林
認
証
材
な
ど

〔
観
光
〕
脇
町
「
う
だ
つ
の
町
並
み
」、
美

馬
町
「
寺
町
・
段
の
塚
穴
」、
穴
吹
川
、
霊

峰
「
剣
山
」
な
ど

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
穴
吹
川
筏
下
り
大
会
、
う
だ

つ
黄
門
ま
つ
り
、
假
屋
崎
省
吾
「
う
だ
つ

を
い
け
る
」、
美
馬
市
花
火
大
会
、
各
地
区

阿
波
お
ど
り
大
会
、
三
味
線
も
ち
つ
き
な

ど

四
国
の
ま
ほ
ろ
ば　

美
馬
市

だ
れ
も
が
住
み
た
く
な
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て
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美み

ま馬
市（
徳
島
県
）

美
馬
市
長
　
牧
田
　
久

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

6

美馬市長

牧田　久

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

お年寄りに広く活用されている、NPO法人「こやだいら」の過疎地
有償運送事業

美馬市
徳島市

みまっこ宣言
わたしたちは、次のような子どもに成長できるよう日々生活し
ていきます。
●友だちが困っている時、見て見ぬふりしないで助け合いの
できる子ども
●何事にも根気強くがんばれる子ども
●していいことか、わるいことかよく考えて行動できる子ども
●たったひとつしかない自分の命、他人の命を大切にできる
子ども

●自分の町のよさを知り、大好きになれる子ども
　 以上のような子どもになれるよう、ここに宣言します。




